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１．避難所別の避難者数の推移
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避難所 避難者数
3/11 3/12 3/13 3/14 3/15 3/16 3/17 3/18 3/19 3/21 3/23 3/24 3/25 3/26 3/27

盛
地
区

盛小学校（4/14閉鎖 ) 600 786 786 786 786 786 786 786 316 200 200 176 176 176 176 
桜場公民館（4/4～ 4/27閉鎖） － － － － － － － － － － － － － － －
吉野町公民館 － 20 20 20 20 20 20 20 0 0 0 0 0 0 0 
蔵ハウス（8/18閉鎖） － － － 20 50 50 50 50 12 10 10 10 10 10 9 
カメリアホール（8/13閉鎖） 59 59 59 59 59 59 59 59 74 60 60 40 38 38 43 
市役所（3/27閉鎖） － 120 120 120 120 120 120 120 120 15 15 15 15 15 0 
リアスホール (8/18 閉鎖 ) 470 470 470 470 470 470 470 470 270 270 270 270 270 270 270 
田茂山一区公民館（8/12閉鎖） － － － － － － － － － － － － － － －
貴船神社社務所（5/7閉鎖） － － － － － － － － － － － － － － －
田茂山二区七夕会館 (5/7 ～ 8/12閉鎖） － － － － － － － － － － － － － － －

小計 1,129 1,455 1,455 1,475 1,505 1,505 1,505 1,505 792 555 555 511 509 509 498 

大
船
渡
地
区

大船渡地区公民館 (8/28 閉鎖 ) 800 692 692 692 692 692 692 692 450 367 367 357 354 360 365 
岩手県立大船渡病院 － 50 50 50 50 50 50 50 0 0 0 0 0 0 0
富沢二区公民館（6/5閉鎖） 40 40 40 40 40 40 5 10 10 10 10 10 10 
地ノ森一区公民館 (5/31 閉鎖） － － － － － － － － － － － － 10 10 10 
大船渡北小学校（8/12閉鎖） 10 270 270 270 270 270 270 270 201 175 175 175 160 170 155 
明和保育園 － － 21 21 21 21 21 21 0 0 0 0 0 0 0
大船渡公共職業安定所 － 38 38 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
本増寺 (4/3 閉鎖 ) 50 50 50 50 50 50 50 50 － － 20 20 15 15 15 
大船渡中学校（7/18閉鎖） 500 500 500 500 500 500 500 500 196 193 193 193 193 193 193 
上山公民館（5/4閉鎖） － － － 50 50 50 50 50 60 40 40 40 40 40 30 
ケアホーム「平」（6/19閉鎖） － － 30 30 30 30 30 30 21 29 29 45 45 45 23 
下船渡公民館（4/10閉鎖 ) － 70 70 70 70 70 70 70 32 20 20 20 20 20 20 
北笹崎個人宅（4/3閉鎖 ) － － － － － － － － － － － － － 21 18 
南笹崎公民館（5/11閉鎖） 50 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 20 20 20 20 
加茂神社（5/15閉鎖） 30 30 30 30 30 30 30 30 12 8 8 8 7 7 8 

小計 1,440 1,730 1,821 1,833 1,833 1,833 1,833 1,833 1,007 872 892 888 874 911 867 

末
崎
地
区

ふるさとセンター (7/1 閉鎖） 400 500 500 500 500 500 500 500 350 350 350 350 350 350 100 
船河原公民館（5/22閉鎖） － － － － － － － － 60 60 60 40 40 6 6 
長源寺（5/22閉鎖） － 44 30 30 30 30 30 30 40 40 40 40 40 40 40 
峰岸公民館（5/22閉鎖） － － － － － － － － 5 5 5 5 28 28 28 
天理教（5/22閉鎖） － 32 32 32 32 32 32 32 35 35 35 36 36 36 36 
泊里　碁石コミュニティセンター（6/29閉鎖） － 50 50 50 50 50 50 50 58 58 58 58 75 75 70 
熊野神社（神坂）(5/20 閉鎖） － 52 52 52 52 52 52 52 65 65 65 65 65 65 65 
中野公民館（5/19閉鎖） － 28 28 28 28 28 28 28 28 30 30 23 26 24 24 
三十刈公民館（6/29閉鎖） － 50 50 50 50 50 50 50 25 25 25 25 25 25 25 
碁石公民館（6/29閉鎖） － 20 20 20 20 20 20 20 40 40 40 50 40 40 40 
末崎中学校（5/22閉鎖） － 400 400 400 400 400 400 400 250 250 250 250 250 250 150 
末崎小学校（5/22閉鎖） 140 250 250 250 250 250 250 250 180 180 180 180 180 180 146 

小計 540 1,426 1,412 1,412 1,412 1,412 1,412 1,412 1,136 1,138 1,138 1,122 1,155 1,119 730 

赤
崎
地
区

漁村センター (7/24 閉鎖） 250 263 263 263 263 263 263 263 150 150 150 150 150 150 150 
中井公民館 － 43 43 43 43 43 43 43 0 0 0 0 0 0 0 
中井地区個人宅 － － － － － － － － － － 106 106 106 106 106 
沢田地区個人宅 － － － － － － － － － － － － － － －
佐野地区個人宅 － － － － － － － － － － 78 120 120 131 131 
後ノ入公民館 － 30 30 30 30 30 30 30 30 52 52 24 24 24 24 
小規模多機能ホーム「後ノ入」 － 35 35 35 35 35 35 35 22 0 0 0 0 0 0 
大洞地区個人宅（7/3閉鎖） － － － － － － － － － － － － － － －
山口地区個人宅 (7/23 閉鎖） 124 52 52 52 52 52 52 52 － 69 69 69 69 69 69 
旧宿公民館（八坂神社敷地内）（6/1閉鎖） － 50 50 50 50 50 50 50 70 70 70 70 70 70 70 
宿個人宅（6/30閉鎖） － － － － － － － － － － － － － － －
大立・永浜地区個人宅（5/29閉鎖） － － － － － － － － 190 190 190 190 190 190 190 

小計 374 473 473 473 473 473 473 473 462 531 715 729 729 740 740 

蛸
ノ
浦
地
区

蛸ノ浦漁村厚生施設（6/10閉鎖） 250 250 250 250 250 250 250 250 250 150 150 150 150 150 150 
担い手センター（4/11閉鎖） 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 
清水地区個人宅（6/17閉鎖） － － － － － － － － 152 152 152 152 152 152 152 
合足地区個人宅（8/5閉鎖） － － － － － － － － － － 16 16 16 16 16 

小計 370 370 370 370 370 370 370 370 522 422 438 438 438 438 438 

猪
川
地
区

猪川地区公民館 40 70 86 95 95 95 95 95 16 0 0 0 0 0 0 
前田公民館 － 9 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
猪川小学校（5/22閉鎖） 100 100 100 100 100 100 100 170 76 50 50 50 50 45 45 
気仙光陵支援学校（4/8閉鎖） － 50 50 50 50 50 50 50 40 6 6 6 6 6 6 
大船渡高校（3/19閉鎖） 305 305 305 305 305 305 305 305 0 0 0 0 0 0 0 
合同庁舎 － 35 35 35 35 35 35 35 0 0 0 0 0 0 0 
福祉の里センター（8/12閉鎖） 300 300 300 300 300 300 300 300 100 － － 90 88 75 75 
下中井公民館 40 40 40 40 40 40 40 40 0 0 0 0 0 0 0 
富美岡荘（7/21閉鎖） － － － － 270 270 270 270 95 65 65 65 65 65 65 

小計 785 909 925 925 1,195 1,195 1,195 1,265 327 121 121 211 209 191 191 
立
根
地
区

立根小学校 70 70 70 70 70 70 70 0 0 0 0 0 0 0 0 
大船渡東高校 － － 8 60 60 60 60 60 0 0 0 0 0 0 0 

小計 70 70 78 130 130 130 130 60 0 0 0 0 0 0 0 

綾
里
地
区

綾里中学校（3/21閉鎖） 700 700 700 700 700 700 700 700 150 150 0 0 0 0 0 
綾里地区コミュニティ施設 (7/17 閉鎖 ) － － － － － － － － － － 150 95 95 95 95 
長林寺 50 50 50 50 50 50 50 50 0 0 0 0 0 0 0 
野形公民館 50 50 50 50 50 50 50 50 16 0 0 0 0 0 0 
田浜地区個人宅（6/9閉鎖） － － － － － － － － － － － － 80 80 80 

小計 800 800 800 800 800 800 800 800 166 150 150 95 175 175 175 

越
喜
来
地
区

旧花菱縫製（東区公民館＋本部） － － 150 150 150 150 150 150 69 79 79 45 40 52 45 
仲区公民館 (6/14 閉鎖） － － － － － － － － 30 45 45 38 38 40 40 
南区公民館（6/12閉鎖） － － 80 80 80 80 80 80 76 32 32 25 27 27 27 
遊ｙｏｕ亭夏虫（3/31閉鎖） 50 50 50 50 50 50 50 50 56 49 49 58 56 56 54 
特産品生産施設（6/14閉鎖） － － － － － － － － － － － － － － －
泊地区個人宅（6/8閉鎖） － － 100 100 100 100 100 100 129 129 129 129 79 0 79 
崎浜公民館（6/12閉鎖） － － 150 150 150 150 150 150 197 13 13 12 12 13 13 
北里大学 168 168 185 185 185 20 20 20 20 0 0 0 0 0 0 
龍昌寺 (5/11 閉鎖） － － 150 150 150 150 150 150 150 150 150 20 25 27 28 
上甫嶺公民館（3/31閉鎖） － － 30 30 30 30 30 30 － 27 27 21 21 17 17 

小計 218 218 895 895 895 730 730 730 727 524 524 348 298 232 303 

吉
浜
地
区

吉浜拠点センター (7/1 閉鎖） 65 65 65 65 65 65 65 65 7 8 8 7 7 7 7 
扇洞公民館（3/23閉鎖） 29 29 29 29 29 29 29 29 9 6 6 0 0 0 0 
根白公民館（3/19閉鎖） － － － － － － － － 14 0 0 0 0 0 0 
千歳公民館（3/18閉鎖） － － 30 30 30 30 30 30 0 0 0 0 0 0 0 
その他 140 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 234 94 124 124 124 124 124 124 30 14 14 7 7 7 7 
合計 5,960 7,545 8,353 8,437 8,737 8,572 8,572 8,572 5,169 4,327 4,547 4,349 4,394 4,322 3,949 

※3/11から3/18までの避難者数は食料提供数をベースに計上している。
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避難所 避難者数
3/28 3/29 3/30 3/31 4/11 4/30 5/11 5/31 6/11 6/30 7/11 7/31 8/11 8/28

盛
地
区

盛小学校（4/14閉鎖 ) 150 150 150 142 81 0 0 0 0 0 0 0 0 0
桜場公民館（4/4～ 4/27閉鎖） － － － － 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
吉野町公民館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
蔵ハウス（8/18閉鎖） 10 10 11 11 12 51 51 11 11 11 11 1 1 0
カメリアホール（8/13閉鎖） 43 43 35 35 32 63 60 57 55 41 31 26 13 0
市役所（3/27閉鎖） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
リアスホール (8/18 閉鎖 ) 270 270 270 270 240 230 140 115 105 100 80 33 14 0
田茂山一区公民館（8/12閉鎖） － － － － － 7 7 7 7 5 5 4 4 0
貴船神社社務所（5/7閉鎖） － － － － － 12 0 0 0 0 0 0 0 0
田茂山二区七夕会館 (5/7 ～ 8/12閉鎖） － － － － － － 10 10 10 10 10 6 6 0

小計 473 473 466 458 375 363 268 200 188 167 137 70 38 0 

大
船
渡
地
区

大船渡地区公民館 (8/28 閉鎖 ) 353 348 337 331 289 175 150 108 107 107 55 28 6 0 
岩手県立大船渡病院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
富沢二区公民館（6/5閉鎖） 10 10 10 10 10 8 4 2 0 0 0 0 0 0 
地ノ森一区公民館 (5/31 閉鎖） 11 11 5 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
大船渡北小学校（8/12閉鎖） 158 155 140 158 160 129 87 65 62 53 29 10 5 0 
明和保育園 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
大船渡公共職業安定所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
本増寺 (4/3 閉鎖 ) 15 15 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
大船渡中学校（7/18閉鎖） 193 193 194 194 167 154 139 61 42 28 17 0 0 0 
上山公民館（5/4閉鎖） 30 30 30 30 30 30 0 0 0 0 0 0 0 0 
ケアホーム「平」（6/19閉鎖） 23 23 23 23 50 50 13 5 5 0 0 0 0 0 
下船渡公民館（4/10閉鎖 ) 20 20 13 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
北笹崎個人宅（4/3閉鎖 ) 18 18 18 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
南笹崎公民館（5/11閉鎖） 20 15 15 15 9 8 7 0 0 0 0 0 0 0 
加茂神社（5/15閉鎖） 8 8 7 6 6 6 4 0 0 0 0 0 0 0 

小計 859 846 807 819 721 560 404 241 216 188 101 38 11 0 

末
崎
地
区

ふるさとセンター (7/1 閉鎖） 100 100 100 100 100 37 37 16 14 6 0 0 0 0 
船河原公民館（5/22閉鎖） 6 6 3 3 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 
長源寺（5/22閉鎖） 40 40 40 40 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
峰岸公民館（5/22閉鎖） 28 28 28 28 32 20 17 0 0 0 0 0 0 0 
天理教（5/22閉鎖） 36 39 37 30 31 26 26 0 0 0 0 0 0 0 
泊里　碁石コミュニティセンター（6/29閉鎖） 74 78 78 75 72 50 41 36 30 0 0 0 0 0 
熊野神社（神坂）(5/20 閉鎖） 65 65 65 65 60 30 25 0 0 0 0 0 0 0 
中野公民館（5/19閉鎖） 24 23 21 21 18 18 15 0 0 0 0 0 0 0 
三十刈公民館（6/29閉鎖） 25 25 25 25 20 20 17 14 14 0 0 0 0 0 
碁石公民館（6/29閉鎖） 40 40 40 40 25 12 10 8 6 0 0 0 0 0 
末崎中学校（5/22閉鎖） 150 150 150 150 120 103 103 0 0 0 0 0 0 0 
末崎小学校（5/22閉鎖） 146 146 146 146 80 43 38 0 0 0 0 0 0 0 

小計 734 740 733 723 591 360 329 74 64 6 0 0 0 0 

赤
崎
地
区

漁村センター (7/24 閉鎖） 150 150 150 150 150 130 110 130 100 40 30 0 0 0 
中井公民館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
中井地区個人宅 106 106 106 106 106 106 0 0 0 0 0 0 0 0 
沢田地区個人宅 － 53 53 53 62 62 62 62 62 0 0 0 0 0 
佐野地区個人宅 129 121 103 103 45 43 43 8 8 0 0 0 0 0 
後ノ入公民館 24 24 24 27 21 19 19 19 19 0 0 0 0 0 
小規模多機能ホーム「後ノ入」 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
大洞地区個人宅（7/3閉鎖） － － － － － － 67 70 70 0 0 0 0 0 
山口地区個人宅 (7/23 閉鎖） 69 69 69 69 69 69 29 29 29 35 20 0 0 0 
旧宿公民館（八坂神社敷地内）（6/1閉鎖） 29 29 29 30 30 30 30 6 0 0 0 0 0 0 
宿個人宅（6/30閉鎖） － － － － － － － － 6 0 0 0 0 0 
大立・永浜地区個人宅（5/29閉鎖） 190 190 190 190 80 80 80 0 0 0 0 0 0 0 

小計 697 742 724 728 563 539 440 324 294 75 50 0 0 0 

蛸
ノ
浦
地
区

蛸ノ浦漁村厚生施設（6/10閉鎖） 150 150 120 120 70 70 70 70 70 0 0 0 0 0 
担い手センター（4/11閉鎖） 120 120 120 120 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
清水地区個人宅（6/17閉鎖） 152 152 152 152 56 56 92 92 92 0 0 0 0 0 
合足地区個人宅（8/5閉鎖） 16 16 16 16 16 16 16 18 18 7 7 7 0 0 

小計 438 438 408 408 142 142 178 180 180 7 7 7 0 0 

猪
川
地
区

猪川地区公民館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
前田公民館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
猪川小学校（5/22閉鎖） 45 45 45 40 31 14 13 0 0 0 0 0 0 0 
気仙光陵支援学校（4/8閉鎖） 6 6 6 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
大船渡高校（3/19閉鎖） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
合同庁舎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
福祉の里センター（8/12閉鎖） 75 70 80 100 70 70 70 60 60 50 27 15 5 0 
下中井公民館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
富美岡荘（7/21閉鎖） 65 65 50 50 60 60 50 30 30 30 10 0 0 0 

小計 191 186 181 196 161 144 133 90 90 80 37 15 5 0 
立
根
地
区

立根小学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
大船渡東高校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

綾
里
地
区

綾里中学校（3/21閉鎖） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
綾里地区コミュニティ施設 (7/17 閉鎖 ) 95 95 95 95 74 64 64 52 6 6 3 0 0 0 
長林寺 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
野形公民館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
田浜地区個人宅（6/9閉鎖） 80 80 80 80 80 5 9 9 0 0 0 0 0 0 

小計 175 175 175 175 154 69 73 61 6 6 3 0 0 0 

越
喜
来
地
区

旧花菱縫製（東区公民館＋本部） 37 45 40 45 40 25 20 0 0 0 0 0 0 0 
仲区公民館 (6/14 閉鎖） 40 40 40 38 33 22 19 22 22 0 0 0 0 0 
南区公民館（6/12閉鎖） 28 28 28 28 28 26 21 30 21 0 0 0 0 0 
遊ｙｏｕ亭夏虫（3/31閉鎖） 54 50 53 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
特産品生産施設（6/14閉鎖） － － － － 23 22 22 21 21 0 0 0 0 0 
泊地区個人宅（6/8閉鎖） 82 79 82 79 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
崎浜公民館（6/12閉鎖） 12 12 12 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
北里大学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
龍昌寺 (5/11 閉鎖） 27 14 20 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
上甫嶺公民館（3/31閉鎖） 17 16 16 19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 297 284 291 289 124 95 82 73 64 0 0 0 0 0 

吉
浜
地
区

吉浜拠点センター (7/1 閉鎖） 7 7 7 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
扇洞公民館（3/23閉鎖） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
根白公民館（3/19閉鎖） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
千歳公民館（3/18閉鎖） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 7 7 7 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
合計 3,871 3,891 3,792 3,803 2,831 2,272 1,907 1,243 1,102 529 335 130 54 0 

※3/11から3/18までの避難者数は食料提供数をベースに計上している。
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２．市からのお知らせ（H23.3.15～H23.4.1）
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　避難されている皆様大変お疲れ様です。
　いくつかの情報をお届けします。
ライフライン
　電気・水道
開院している医療機関
　○　菊池医院（大船渡町）・・・かかりつけの方は看護師により薬は可能
　○　岩渕内科医院（大船渡町）
　　　午前・・・医師在院（17日は休診）
　　　午後・・・大中・大小・大船渡地区公民館巡回診療
　○　地ノ森クリニック（大船渡町）・・・かかりつけの方のみ透析可能
　○　岩手県立大船渡病院（大船渡町）
　　　透析可能、重症患者のみ（一般外来は対応難しい。）
　○　えんどう消化器内科クリニック（猪川町）
　　　８：30～18：00（土曜日午前中、日曜祝日休診）
　○　伊藤耳鼻咽喉科医院（猪川町）
　　　８：30～暗くなるまで診療、外傷などの処置も可能
　○　及川皮膚科（猪川町）・・・午前中診療
　○　越喜来診療所（三陸町越喜来）・・・花菱縫製で診療
　○　コスモ薬局・アイン薬局・よこさわ薬局・ドリーム薬局
　○　医療チーム救護所設置
　　　末崎ふるさとセンター・赤崎漁村センター・蛸ノ浦漁村厚生施設
　○　及川外科（盛町）・・・午前中盛小学校で診療
ＮＴＴ災害電話
　○　岩手県大船渡地区合同庁舎に10台設置（大船渡消防署から移設）
　　　２～３台は、市内を移動巡回
ガソリンスタンド
　○　市内に一般車輌が給油できるスタンドはなし（３月15日11時現在）
携帯電話
　○　携帯電話（ａｕ）が盛町の一部で通話可能
お願い
　○　炊き出し配給用のラップ・ビニール手袋・透明ビニール袋が不足していま
す。提供できる方があれば、避難場所に集めてくださるようお願いします。

　　　また、おにぎりの配給時に１個ずつのラッピングが不要な場合は、本日お
渡しした対策本部への連絡事項「自由記載欄」に記載願います。

大船渡市　３月15日　№１

　皆様大変お疲れ様です。
　制限が多くご不便をおかけしていますが、生活に関する情報をお届けしますの
で、引き続きご協力をお願いします。

大船渡市　３月16日　№２

＊＊ライフライン＊＊
○　電気・・盛・猪川・立根・日頃市・赤崎の一部区域で復旧
○　電話・・発信専用電話（24時間可能）を岩手県合同庁舎に設置
　　　　　　携帯電話ａｕが盛町の一部で通話可能
○　水道・・上水道は市内全域断水、給水車が避難所等を巡回中
○　下水道は全域で使用できず、復旧の見通しはたっていません。
○　国道：三陸縦貫自動車道、45号（釜石鵜住居～上鹿折）、107号・397号（大船渡～）
343号（通岡ＩＣ～広域道路～住田・一関）は通行可能
　　県道：主要な県道は概ね通行可能
　※　緊急車両・工事車両・避難所への運搬車両の支障になるため、不要な外出は避け
るようお願いします。
○　ＪＲ大船渡線・三陸鉄道、岩手県交通の運行再開は未定
○　ガソリンは緊急車両のみ
＊＊避難所への配給＊＊
　　生活必需品等で不足しているものは、「対策本部への連絡事項」でご報告ください。
＊＊国民健康保険の被保険者証（カード）＊＊
　　当分の間再発行できないので、紛失した方は医療機関の窓口では一旦全額負担とな
り、後日市役所窓口で医療費の払い戻し手続きを行ってください。
　医師・保健師が、避難所を巡回し、簡単な健康チェックや相談に応じています。医師
の場合は、診察し、薬を出しています。
＊＊し尿等の汲み取り＊＊
　　当分の間は、緊急を要する避難所だけとします。
＊＊金融機関開設情報＊＊　3/14からの取り扱い
　・岩手銀行盛支店　9：00～15：00
　・ＪＡおおふなと猪川、盛、立根、日頃市、綾里、吉浜支店　9：00～15：00
　　通帳またはキャッシュカードに本人確認書類（免許証・保険証等）があれば、１人
10万円まで引き落としができます。

　　身分証がない場合でも、身分証のある家族が同行すれば手続きできます。
＊＊生活資金の貸付＊＊
　　10万円までの貸付の受付をしています。市役所玄関前の大船渡市社会福祉協議会に
ご相談ください。（即日の貸付ではありません。）

　寒い日が続いています。真冬並みの寒波とのこと、皆様の体調はいかがでしょ
うか。
　連日、全国各地から救援物資が届けられ、支援隊による捜索、復旧作業が行わ
れています。

大船渡市　３月17日　№３

　東日本大震災から１週間。いまだに信じられない毎日です。
  それでも少しずつではありますが、復興に向け動き出している毎日でもありま
す。

大船渡市　３月18日　№４

＊＊ライフライン＊＊
○　電気・・新たに大船渡町の一部区域で復旧しました。
○　家庭用固定電話はまだ復旧していません。
○　水道・簡易水道・・ほとんどの水道施設の機能が停止しています。一部の地域で
　　出ている残水は、しばらくの間は「生水」のままでは飲まないようご注意願います。
＊＊市営住宅の公募＊＊
　　地区本部あてにお知らせしていますが、市営住宅９戸、「つばき荘」11室の入居者を
募集しています。〈17日（木）までの募集〉
　　申込条件は、
①　避難所に避難していること
②　世帯に75歳以上の方または障がい者がいること
③　健康状態を考え、避難所での生活が困難であると避難所管理者等が認めた方
　　本日が期限ですので、各地区本部または市役所都市計画課にお申し込みください。
＊＊学校・保育所＊＊
　　市内小中学校・幼稚園・保育所は、当分の間、休校・休所します。
　　被災した小中学校の臨時職員室は、次のとおりです。
　　赤崎小学校・赤崎中学校・・・猪川小学校内、越喜来小学校・・・越喜来幼稚園内
＊＊ご注意＊＊
　　盗難、暴行やいたずら等が発生しています。
　　携行品の管理に気をつけ、特に暗い場所では複数で行動するなど皆さんで協力して
安全な避難生活を送りましょう。　
　　また、物資が不足しており、ご不便をおかけしますが、衛生面でも注意しましょう。
＊＊税の申告・納付（国税）＊＊
　　国税庁では、被災地域の納税者に対し、国税の申告・納付等の期限を延長します。
　（申告等の期限をいつまで延長するかは、被災の状況により検討し、お知らせします。）

＊＊ライフライン＊＊
○　電気・電話・水道・・・きのうと同じ状況です。
○　国道45号線沿いの一部のガソリンスタンドで、18日（金）午後1時から、数量限定で一
般車両の給油ができますが、残量が半分以上の方は給油できない場合があります。
◎　燃えるごみの収集
　　3月21日（月）22日（火）23日（水）通常どおりの曜日に各ごみステーションを巡回し、
「燃えるごみ」を収集します。時間等は未定ですが、ステーションを巡回しながら各避
難所でも収集します。
　※道路事情等で収集できない場所があります。また、24日（木）以降については未定で

す。燃えないごみ、資源古紙・再利用ごみの収集は、当面予定していません。
＊＊応急仮設住宅の入居調査＊＊
　　市は、応急仮設住宅の早期建設を岩手県に働きかけています。地区別の入居希望状況
を把握するため3月18日（金）に地区本部を通じて各避難所に調査票を配付しますので、
入居を希望される方は21日（月）までに調査票に記入し、地区本部に提出してください。
22日（火）に都市計画課職員が地区本部で回収します。
　※今回の調査は、入居希望者数を把握するための事前調査であり、正式な入居募集で
はありません。入居募集は、住宅建設と並行して改めて行います。

＊＊小中学校(避難所のある地区のみ)＊＊
　　各校で卒業式は行わず、卒業証書・修了証書を手渡します。

立　小 17日（木）おたよりで 末　小 24日（木）9：00～11：00 綾　中 18（金）
9：20修了10：00卒業

綾　小 18日（金） 北　小 25日（金）9：00～ 大　中 21日（月）
10：00卒業14：00修了

吉　小 18日（金）9：00～15：00 大　小 25日（金）
10：00卒業14：00修了

第一中

23日（水）
　 9：00　３年
　13：00　２年
　15：00　１年崎　小 22日（火）午前中

保育所か公民館 甫　小 戸別訪問

盛　小 23日（水）8：30～12：05 赤　小 未定 越　中 23日（水）13：00幼稚園

蛸　小 23日（水）予定 越　小 未定 赤　中 23日（水）漁村センター
　　　担い手センター

猪　小 24日（木）8：15～10：00 末中･吉中 23日以降



221

資
料
編

大船渡市　３月21日　№５

＊＊医療関係＊＊
　　災害で保険証を紛失された方は、医療機関に「氏名」「生年月日」「勤務先」を伝え
ることで、保険証がなくても受診可能避難所に医師・看護師・保健師等が１日１回巡
回診療中、遠慮なくご相談を。

18日現在開院している医療機関（前回の追加分）
○　飯塚眼科医院　10：00～16：00　土日も診療（21日は休診）　　　　　　　　　
○　鳥羽整形外科医院　9：00～暗くなるまで（薬程度）
○　山浦医院　9：00～16：00頃　　 ○　菊池医院　8：00～17：30
○　越喜来診療所：花菱縫製で診療　○　綾里診療所：綾里中で診療　○　吉浜診療所
　　☝注意　倒壊家屋の片付け等で、けがをするケースが見受けられます。感染症等の

危険がありますので、十分にご注意ください。
＊＊小中学校情報＊＊
　【赤崎中学校】
　　先にお知らせしていた卒業証書等の交付日程を一部変更しました。
　　３月23日（水）９：00～　公立学校の合格通知書を交付（３年生のみ）
　　　会　場：赤崎漁村センターと蛸ノ浦漁村厚生施設
　　※　1、2年生の日程と3年生への卒業証書を渡す日は未定（後日連絡）
　【立根小学校】
　　３月22日（火）８：30～　修了証書　９：00～　卒業証書　　　
＊＊車の撤去情報＊＊今後継続してお知らせします。
　　道路上にある被災車両の移動（撤去）を開始
　【大船渡地区】
　　作業日時：３月20日（日）から　作業時間：９：00～16：00
　　作業内容：道路端から５ｍ以内の車両を積載車両によりそのままの状態で移動
　　対象箇所：国道45号（大船渡町チトセ商会付近～大船渡小学校入口付近）から開始、

その後主要地方道大船渡綾里三陸線、県道丸森権現堂線の予定
　　移 動 先：赤崎町永浜山口地区港湾・工業用地予定地に運搬、仮置きし、24時間体

制で監視します。
　【綾里地区】
　　佐々木モータースが担当し、自社の土地に運搬し、仮置き　
＊＊大船渡湾の掃海＊＊
　　３月19日から自衛隊の補給物資輸送船の航路確保のため海面浮遊物の除去作業中

大船渡市　３月24日　№７

　震災から10日余り、それぞれの避難所で、多くのいたみや不安を抱えながら
も、皆さんで力を合わせ、より安心して安全に過ごすための工夫をされていると
聞き、頭が下がる思いです。
　一部では、心無い人たちの犯罪行為も耳にしますが、全国各地からの支援・激
励や、子どもたちのボランティア活動の話題にも心がなごみます。

大船渡市　３月23日　№６

＊＊ライフライン＊＊
○　電　気・・・国道45号、三陸縦貫自動車道を中心に道路に沿うように拡大していま

す。南は縦貫道の陸前高田市境界から国道45号吉浜～千歳
　　　　　　　　盛・猪川・立根・日頃市全域、末崎：船河原、赤崎：上三区
　　　　　　　　電源車：末崎中学校、赤崎漁村センター、綾姫ホール、龍昌寺付近
　　　　　　　　※　明日、赤崎漁村センターに電柱設置の予定
　　☝注意　浸水等による被災区域は、漏電・火災の危険があり、所有者立ち会いのう

えで通電しています。
○　水　道・・・盛・赤崎・猪川・立根・日頃市それぞれ一部で復旧。始めは、濁りが

ありますので、ご注意ください。漏水があれば、一時断水します。
○　下水道・・・復旧のため作業中
○　電　話・・・固定電話は市内全域不通、携帯電話は、ソフトバンクを除き、通話エ

リアが拡大しています。
○　ガ　ス・・・流出したガス容器は、ガス漏れの可能性があるのでご注意ください。
＊＊住宅情報＊＊
○　雇用促進住宅（大船渡町赤沢65戸・赤崎町沢田58戸）25日（金）まで募集中
○　応急仮設住宅建設に向け、候補地を検討中
　　※　完成・入居までには一定期間を要します。
○　岩手県：被災者に一時的に提供できる民間施設を募集中
＊＊車両移動状況＊＊
　　道路端の被災車両を油抜きせず、積載車両に積み込み、仮置場に運搬（安全確保
　のためバッテリー処理し、24時間体制で監視）※処分のための移動ではありません。　
　【大船渡地区】永浜山口地区港湾・工業予定地に仮置き
　【綾里地区】佐々木モータースの土地に仮置き
　【越喜来地区】越喜来小学校に仮置き
＊＊小中学校＊＊
　【越喜来小学校】会場は越喜来幼稚園
　　３月31日（木）10：30～　修了証書　11：00～　卒業証書

　市は燃料の確保に奔走していますが、なかなか供給が追いつかず、ご不便をお
かけしています。電気は復旧が進み、真っ暗だったまちにも灯りが広がり始めま
した。
　また、行方不明という方のなかから生存情報も寄せられ、厳しい生活のなかで
も明るい話題が活力源となっています。日々新たなニュースをお届けしたいもの
です。

大船渡市　３月21日　№５

＊＊ライフライン＊＊
○　電気・・・市内の復旧区域が拡大　
　・全域通電（盛・猪川・立根・日頃市）
　・一部通電（概ね、大船渡：国道45号の山側、末崎：船河原まで、赤崎：上三区まで、
越喜来国道45号山側、吉浜：国道45号山側の横石・大野地域）
　・末崎地区本部、綾里中学校周辺…電源車による供給、その他復旧に向け作業中
　　☝注意　上記は、通電区域ですが、浸水等による被災区域は、漏電・火災の危険が

あるのでご注意ください。
○　水道・下水道・・・復旧のため作業中
○　電話・・・固定電話は市内全域不通、携帯電話は、盛町など一部で通話可能
○　ガス　☝注意　流出したガス容器は、ガス漏れの可能性があるので、路上で発見し

た場合、近寄らない、触らないようご注意ください。
＊＊入浴支援拡大＊＊
　　現在、「五葉温泉」「遊・YOU・亭・夏虫」で入浴支援を行っていますが、３月20日
に盛小学校校庭に自衛隊の入浴施設が設置されました。順次入浴できるよう計画して
いますので、どうぞお楽しみに。
＊＊雇用促進住宅の緊急避難一時入居者募集＊＊
　　今回の災害で自宅に住めなくなった方を対象に、下記により募集します。
　◆　募集箇所　雇用促進住宅大船渡宿舎65戸（大船渡町赤沢）
　　　　　　　　赤崎宿舎58戸（赤崎町沢田）
　　　　　　　　いずれも鉄筋コンクリート５階建て、エレベーターなし
　　　　　　　　間取り２Ｋ：６畳、４.５畳、台所、風呂、トイレ
　◆　募集期間　３月21日（月）～25日（金）
　◆　入居期限　原則として、平成23年９月30日まで
　◆　家 賃 等　家賃・敷金無料、光熱水費、共益費、駐車料金は自己負担
　◆　問い合わせ　市役所都市計画課、商工観光物産課、各災害対策地区本部、各避難所
　◆　入居希望が募集を上回る場合は抽選とし、当選者にのみ通知
　　　入居階数は、家族の状態を考慮し、都市計画課で決定

　県立高校の合格発表や大船渡保育園のサクラ開花など、慌しく過ごしているな
かで春を感じるニュースも聞こえてきます。気がつくと、３月下旬。暑さ寒さも
彼岸までとはいうもののまだまだ冷えます。インフルエンザにも要注意です。手
洗い、うがいをしっかりと。

＊＊ライフライン＊＊
○　電　気・・・通電の範囲は、昨日とほぼ同じです。
　　　　　　　　被災し、電柱が無い箇所の復旧には、時間がかかると思われます。
○　水　道・・・盛・赤崎(上三区)・猪川・立根・日頃市(長安寺まで)のそれぞれ一部で

復旧しています。
○　下水道・・・浄化センター機能停止、漁業集落排水使用不能
　　　　　　　　下水道の復旧に伴い、上水道が復旧する見込みです。
＊＊ごみ収集予定日＊＊
　　燃えるごみを収集します。３月28日（月）29日（火）30日（水）
　　各ステーションを収集曜日どおりに巡回します。31日以降は未定
　　　→盛町一部、猪川・立根・日頃市町（津波浸水区域は、避難所を巡回）
　■　各避難所は、週１回収集する予定ですが、収容人数の多い避難所については、個
別に対応しますので、連絡願います。　

　■　道路状況により、収集できない場合もあります。
　■　災害ごみ（衣類等を含む）は対象外、燃えないごみ、資源古紙は予定なし
　■　当面、持ち込みは受け付けしません。
　■　指定のごみ袋がなくなった場合、できるだけ中身が確認できる袋で代用可能
＊＊入浴支援＊＊
　　五葉温泉、遊・YOU・亭 夏虫、自衛隊の協力による入浴サービスは、避難所の皆様
を対象に実施してきましたが、２巡目は被災後親戚宅などに避難している方々を対象
に実施します。避難所に受付簿を配付しますので、募集してくださるようお願いしま
す。送迎バスの時間等は締め切り後にお知らせします。

＊＊平成23年度緊急雇用創出事業臨時職員求人に応募された皆様へ＊＊
　　選考についての文書を住所地宛てにお送りしていますが、被災等でまだお手元に届
いていない方は、３月30日（水）までに下記担当へご連絡ください。

　大船渡市役所商工観光部商工観光物産課または◇市災害対策地区本部
　電話の場合･･･市役所商工観光物産課　０８０－５９４９－８１２６（武田）
◇大船渡地区公民館、末崎：ふるさとセンター、赤崎：漁村センター、蛸ノ浦：漁村厚
生施設、越喜来：花菱縫製三陸工場、綾里：綾姫ホール、吉浜：拠点センター
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　避難所生活もほぼ半月となり、避難所の皆さんがさまざまなかたちで協力し合
い、工夫　されているというお話を聞きます。何か耳寄りなお話があれば、ご紹
介ください。

大船渡市　３月26日　№８

＊＊市民相談＊＊　
　　　　　　　♦♦♦　自動車に関する相談会　♦♦♦
　　≪日　時≫　３月28日（月）　午後１時～３時
　　　　　　　　３月29日（火）～４月１日（金）
　　　　　　　　　　午前９時～午後３時（昼時間を除く）
　　≪内　容≫　自動車の登録・廃車・名義変更に関する手続き等
　　　　　　　　（震災による自動車の撤去作業に関する相談は含みません。）
　　≪相談員≫　自家用自動車協会大船渡支部職員
　　≪会　場≫　大船渡市役所　第１会議室
　　　　　　　♦♦♦　無料法律相談　♦♦♦
　　≪日　時≫　３月28日（月）～４月１日（金）　
　　　　　　　　　午前９時～午後３時（昼時間を除く）
　　≪内　容≫　法律に関する相談　
　　　　　　　　　１日10人程度（相談時間：１人あたり最大30分）
　　≪相談員≫　岩手銀河法律事務所　弁護士
　　≪会　場≫　大船渡市役所　第１会議室
　※　４月５日（火）に予定している法律相談は、予約している方に限り予定どおり実
施します。（相談員：岩手弁護士会所属弁護士）

　※　混雑する場合がありますので、ご了承ください。
＊＊医療関係＊＊
　　避難所によっては、インフルエンザや風邪の症状が見られます。寒い日が多く、暖
房の状態によっては、空気が乾燥しています。
　　避難所ではなかなか厳しい条件ですが、こまめな手洗い、うがいの励行、マスクの
着用、十分な栄養と休養をとることなどが予防法ということです。
　　時々、軽い運動をするなど気分転換も必要です。
＊＊遺体安置所＊＊
　　身元不明の方のご遺体を安置しています。
　　安養寺　１体　　西光寺　４体　　第一中学校　22体

　余震が頻発しており、なかなか落ち着きません。季節はずれの雪が降るなど、
この寒さもいつまで続くのでしょうか。

大船渡市　３月26日　№８

＊＊ごみ収集予定日＊＊
　　24日付けNO７でお知らせした燃えるごみの収集について、再度お知らせします。
　　収集日は、３月28日（月）29日（火）30日（水）の３日間
　　市内の各ステーションを収集曜日どおりに巡回します。
　■　各避難所は、週１回収集する予定ですが、収容人数の多い避難所については、個
別に対応しますので、連絡願います。　

　■　道路状況により、収集できない場合もあります。
　■　災害ごみ（衣類等を含む）は対象外、燃えないごみ、資源古紙は当面予定なし
　■　当面、クリーンセンターへの持ち込みは受け付けしません。
　■　指定のごみ袋がなくなった場合、中身が確認できる他の袋を使用できます。
＊＊岩手県の住宅情報＊＊
　　先日の応急仮設住宅の入居意向調査の結果1,439世帯の希望がありました。
　　今回第１弾として防災公園予定地（県立大船渡病院跡地）に72戸の仮設住宅の建設
が決まり、昨日着工しました。単身世帯向け18戸、２～３人向け36戸、４人向けは18
戸を予定し、完成までに３週間程度が見込まれます。
　　市は県に対し、2,100戸の設置を要望しています。
　◆　プレハブは、寒冷地仕様の平屋で下記の３タイプ
　　　単身用が６坪（１ＤＫ）５帖１室、ダイニングキッチン
　　　小家族用９坪（２ＤＫ）４．５帖２室、ダイニングキッチン
　　　大家族用12坪（３Ｋ）４．５帖２室、６帖１室、キッチン
　　　いずれも風呂、トイレ（洋式・水洗）、給湯器、ガスコンロ（２口）付き
＊＊小中学校＊＊
　【赤崎中学校修了証書】
　　○　日　時　３月30日（水）午前10時　１、２年生対象　
　　○　会　場　赤崎漁村センターと蛸ノ浦小学校
　　※　当日、受け取れない場合は、３／28～４／２の午前９時～12時に猪川小
　　　学校内の赤崎中学校臨時職員室まで取りに来てください。
　【赤崎小学校】
　　○　日　時　３月31日（木）午前10時　卒業証書　同11時　修了証書
　　○　会　場　赤崎保育園

　震災から半月余り、仮設住宅の着工、県道丸森権現堂線が通行可能となり、ま
た、金融機関、小売店、事業所等で臨時窓口の開設や再開という明るい話題が
日々増えています。

大船渡市　３月28日　№９

＊＊り災証明書の交付＊＊
　　今回の災害により被災した家屋の「り災証明書」を交付します。
　◆　受付開始日　　３月28日（月）　大船渡市役所　税務課窓口
　◆　交付対象者　　①　家屋の所有者またはその親族
　　　　　　　　　　②　被災した貸家等の居住者
　　　※　住民基本台帳で確認できる方、または契約書等で居住実態が確認できる方
　　①②以外の方は、委任状（任意様式）を添付してください。　
　◆　交付時期　　　　　　

　◆　証明手数料　無料
　◆　必要な書類　印鑑または本人と確認できる身分証明書
＊＊小中学校（教育委員会から）＊＊
　　市内小中学校の入学式、始業式は未定です。次に連絡するまで、お待ちください。
＊＊運転免許証再交付の臨時窓口開設＊＊
　　県警では、28日から沿岸被災地に運転免許証再交付の受け付け臨時窓口を開設しま
す。（免許証を紛失した被災者が対象）

　【大船渡警察署】
　　下記以外の日も受付けますが、手続きに時間がかかる場合があります。
　◆　受付日　３月28日（月）４月１日（金）４日（月）８日（金）
　◆　時　間　午前10時～午後１時
　【陸前高田第一中学校】
　◆　受付日　３月30日（水）４月６日（水）
　◆　時　間　午前10時～午後１時
　◆　交付は、原則、申請から１週間後に申請場所で行う予定。
　　　手数料は、不要。写真がなければ、現地で撮影します。
　　　本人を確認する資料、印鑑は、原則必要ですが、無い場合でも受理します。

区　　　　　分 交　　付　　日

①津波被災区域内、初動調査で全壊と
判明している家屋 受付日

②①以外で、融資等の理由から早急な
交付が必要と認められる家屋

原則受付日の翌々日、急を要する場合
翌日以降で交付申請者が指定する日

③上記①②以外の家屋 ①②の状況をみながら、受付日の翌日
以降できるだけ速やかに交付する。
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　今日は、市内のガソリンスタンドで円滑に給油ができているようです。また、
灯油も充足しているという話題を耳にします。またひとつ安心が増えました。

大船渡市　３月31日　№11

＊＊ＬＰガス＊＊
　　ＬＰガスを供給している販売店では、ガスがなくなった場合のみ訪問します。（「な
くなりそう」では対応しないそうです。）自宅に戻られる方は、ガスメーターの耐震装
置を解除するとガスが出ますので、確認してください。

＊＊ごみ収集予定日＊＊燃えないごみの収集始めます！
　　燃えるごみ　４月４日（月）５日（火）６日（水）
　　　　　　　　各ステーションを収集曜日どおりに巡回します。
　　燃えないごみ　４月４日（月）からビン・缶のみ通常収集します。
(セトモノ類・災害ごみは対象外)
　■　各避難所を定期的に収集する予定です。　
　■　道路状況により、収集できない場合もあります。
　■　災害ごみ（衣類等を含む）は対象外、資源古紙は当面収集の予定なし
　■　当面、クリーンセンターへの持ち込みは受け付けしません。
　■　指定のごみ袋がなくなった場合、できるだけ中身が確認できる袋で代用可能
＊＊移動郵便車による取り扱い＊＊
　　３月28日から出張郵便局を開設し、20万円までの貯金の払い戻し、郵便の転居届の
受付、郵便はがきの無償交付を実施しています。

【来週の日程】
◆　越喜来地区本部(花菱縫製)：４月４日（月）　
◆　綾里綾姫ホール：４月５日（火）　　　　　　　　　　
◆　大船渡地区公民館：４月６日（水）　　　　
◆　末崎ふるさとセンター：４月７日（木）
◆　赤崎漁村センター：４月８日（金）
＊＊おおふなとさいがいエフエムの開局＊＊（ＪＯＹＺ２Ｚ）
　　大船渡市が運営主体、奥州エフエム放送(株)、(株)ＭＴＳ、その他地域コミュニティ
ＦＭ局の運営協力。

　・周波数：78.５メガヘルツ　　　・放送開始：３月31日(木)　
　・放送時間：午前８時～、11時～、午後２時～、５時～（概ね２時間枠）
　・放送内容：災害対策本部からの情報、市内ニュース・天気、ライフライン情報、
　　　　　　　各種団体の情報（店舗再開・企業会社員連絡等）、災害復興情報ほか

　この震災で家族や家を失った子どもたちに向き合う方法として、「これほどの
大混乱のなかで必要なのは、言葉ではなく、気持ちに余裕のある人たちが、子ど
もの気持ちに寄り添うこと。特別なことをする必要はなく、子どもをぎゅっと抱
きしめ、安心感で包み込むだけでいい。」という専門家の記事が載っていました。
せつなくなります・・・

大船渡市　３月29日　№10

＊＊ライフライン＊＊
○　電　気・・・盛町、猪川町、立根町、日頃市町全域通電、大船渡町：国道45号山側
　　　　　　　　末崎町：船河原、中野～平の一部地域〈電源車〉熊野神社
　　　　　　　　赤崎町：上三区、漁村センター周辺〈電源車〉蛸ノ浦漁村厚生施設～長

崎・外口地域、綾里地区：〈電源車〉野形～白浜周辺、綾姫ホール周辺
　　　　　　　　越喜来地区：国道45号山側〈電源車〉龍昌寺
　　　　　　　　吉浜地区：国道45号山側、千歳地区まで
　　※　通電地区でも漏電・火災の危険があり、業者の立会いのもとで通電します。
　　　　連絡先：東北電力コールセンター　０１２０－１７５３６６か１７５４６６
　　　　＊　電話が混みあい、つながりにくくなっています。
○　水　道・・・猪川町、立根町、日頃市町全域、盛町一部地域、大船渡町：富沢地域

国道45号山側～大船渡地区公民館周辺、大船渡変電所～旧大船渡病院
跡地の高台、赤崎町：中井・沢田地域

　　　　　　　　越喜来簡水、崎浜簡水、吉浜簡水、根白簡水のごく一部
○　電　話・・・固定電話：４月中旬復旧見込
　　　　　　　　携帯電話：ドコモ：吉浜・甫嶺・合足地域を除く地域
　　　　　　　　　　　　　　　au：盛町、猪川町、大船渡町地ノ森～国道45号～新三陸

トンネル前、国道107号日頃市関谷まで、関谷～五葉温泉
＊＊公立保育所＊＊３月30日（水）修了式
　　甫嶺へき地保育所：午前９時 、綾里、越喜来、崎浜保育所、吉浜託児所：午前10時
＊＊応急仮設住宅＊＊
　　25日から防災公園予定地に72戸の仮設住宅の建設が始まっていますが、岩手県から
新たな情報が入りましたので、お知らせします。
　○　着工日　平成23年３月30日（水）
　○　場　　所　大船渡北小学校　
　○　計画戸数　86戸
＊＊り災証明書の交付＊＊
　　３月28日（月）から税務課でり災証明書の交付を始めましたが、窓口がとても混雑し
ています。お待ちになる時間が長くなりますので、ご了承ください。

　上水道が大船渡町の一部（加茂神社から丸森地域）の高台等へ拡大していま
す。また、日頃市町の一部では、固定電話が復旧しました。沿岸部への拡大が待
たれます。

大船渡市　４月１日　№12

＊＊水道の取り扱い＊＊
　　被災家屋等の水道使用・水道メーターの取り扱いを下記のとおりとします。
　■　当分の間、水道を使用しないが、今後再開の見込みがある場合
　　　⇒　水道事業所への手続きがなくても、『中止扱い』とします。
　　　⇒　使用を再開するときは、『開始の手続き』が必要です。
　■　今後その場所に家屋の建築をしないなど将来的にも使用しない場合　
　　　⇒　水道使用の『廃止』手続きが必要です。
　　　　＊印鑑持参のうえ水道事業所へ（印鑑がない場合は、自署をお願いします。）
　　　※　廃止届後に再開すると、工事費や分岐負担金等新たに水道を引き込むための

手続きが必要になります。　　
　お願い　被災家屋等を整理・解体する場合、水道メーターは現状のまま残していただ

くようお願いします。水道メーター、水道管を破損すると水が噴き出すおそれ
があります。

　■　水道使用料・下水道使用料（漁業集落排水を含む）
　　　２月使用分（震災前・確定分）・・・当分の間納期を延長します。
　　　３月以降使用分（震災後）・・・取り扱いを別途検討します。
＊＊平成23年度自動車税・軽自動車税＊＊
　　例年、４月１日現在の所有者に５月末日を納期限として納税通知書を発行していま
すが、平成23年度分は現段階では未定です。今回被災し、使用できなくなった車両は
４月１日以降に廃車手続きをしたものであっても　原則、課税しません。

　課税除外の手続きは・・・
　◆　自動車税：大船渡地域振興センター１階県税室窓口（岩手県合同庁舎）
　◆　軽自動車税：大船渡市役所１階税務課窓口
　◆　廃車手続き：東北運輸局岩手運輸支局（盛岡市）か自家用自動車協会大船渡支部又

は自動車販売店
＊＊登記に関する相談会＊＊　
　　≪日　時≫　４月５日（火）７日（木）12日（火）14日（木）
　　　　　　　　午前10時～午後３時（昼時間を除く）
　　≪内　容≫　登記に関する手続き等　　　≪相談員≫　盛岡地方法務局職員
　　≪会　場≫　大船渡市役所　１階市民ホール

取扱時間
11：00～14：00
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３．東日本大震災に関する市民アンケート調査結果（平成24年9月実施）
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　災害時における地域住民の避難行動や防災意識を把握するために、市民を対象としたアンケート調査
を実施した。
　ここでは、収集した市民アンケートの結果を整理するとともに、東日本大震災時に地域住民が行った
避難行動を把握するとともに、避難時における問題点等についてとりまとめた。

○調査対象
　大船渡市民約2,000人（うち有効回答数1,003）：回収率約50％

○調査期間
　平成24年9月24日～平成24年10月10日

○調査項目
 ⑴ アンケート対象者について････････････････････････････････････････････【問1】
　　　○性別　　○年齢　　○職業　　○居住地区　　○家族構成　　○住居環境

　　⑵　東日本大震災発生時の状況について･･････････････････････････････････････【問2～問8-1】
 ① 地震発生時にいた場所････････････････････････････････････････････････（問2～問3）
　　　②　津波襲来の想定の有無････････････････････････････････････････････････（問4）
　　　③　大津波警報発表情報の取得方法････････････････････････････････････････（問5）
　　　④　避難行動の有無及びその理由･･････････････････････････････････････････（問6～問7）
　　　⑤　避難場所及び避難経路（避難した方のみ）･･･････････････････････････････（問7-1～7-2）
　　　⑥　避難場所の選択理由（避難した方のみ）･････････････････････････････････（問7-3）
　　　⑦　避難方法及び要した時間（避難した方のみ）･････････････････････････････（問7-4～7-5）
　　　⑧　避難時の問題点（避難した方のみ）･････････････････････････････････････（問7-6）
　　　⑨　車で避難した理由及び問題点（車を使用した方のみ）･････････････････････（問7-7～7-8）
　　　⑩　浸水被害の有無（避難しなかった方のみ）･･･････････････････････････････（問8）
　　　⑪　避難しなかった理由（避難しなかった方のみ）･･･････････････････････････（問8-1）

　　⑶　自宅及び避難先での生活について････････････････････････････････････････【問9～問11-1】
　　　①　避難所への避難の有無････････････････････････････････････････････････（問9）
　　　②　避難所に避難した理由及び避難期間････････････････････････････････････（問10～10-1）
　　　③　避難所での生活の問題点･･････････････････････････････････････････････（問10-2～10-3）
　　　④　避難生活の問題点（避難所以外に避難した方のみ）･･･････････････････････（問11）
　　　⑤　生活物資の確保の手段（避難所以外に避難した方のみ）･･･････････････････（問11-1）

１．市民アンケート調査結果の集計・分析

1.1. 市民アンケート調査の概要
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　　⑷　防災について･･････････････････････････････････････････････････････････【問12～問18】
　　　①　指定避難場所の認知状況･･････････････････････････････････････････････（問12）
　　　②　災害時の家族との連絡方法････････････････････････････････････････････（問13）
　　　③　家庭での食料、飲料水の備蓄状況･･････････････････････････････････････（問14）
　　　④　備蓄していない理由（備蓄していない方のみ）･･･････････････････････････（問14-1）
　　　⑤　防災訓練の参加について･･････････････････････････････････････････････（問15）
　　　⑥　災害、防災に関する情報の入手手段････････････････････････････････････（問16）
　　　⑦　市が力を入れるべき防災対策･･････････････････････････････････････････（問17）
　　　⑧　市の防災に対する意見、要望･･････････････････････････････････････････（問18）
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大船渡市 東日本大震災に関する市民アンケート調査
【調査ご協力のお願い】

　日頃、市民の皆様には市政運営に対し、格別なるご協力をいただき、

誠にありがとうございます。

　東日本大震災から早１年半が経過しました。改めてお亡くなりになら

れた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災された皆様に心

からお見舞い申し上げます。

　現在、市では、一日も早い復興を目指すとともに、今後の防災対策の

見直しに取り組んでいるところであります。このたびの震災の経験や課

題、防災に対するご意見を伺い、今後の防災対策に役立てるため、市民

アンケート調査を実施することといたしました。

　つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解

のうえ、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

　　平成24年９月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大船渡市長　戸 田　公 明

■ご記入にあたっての留意事項■

○本アンケートは、市民の皆様の中から無作為に選出された方々に送付しております。

調査封筒のあて名のご本人様がお答えください。ただし、ご都合によりご本人様がご

記入できない場合は、ご家族のどなたかにご記入をお願いします。

○この調査の結果については、無記名の上、すべて統計的に処理しますので、個人情報

が特定されることは一切ありません。

○アンケートの回答方法は、選択肢の中であてはまる番号を○で囲んでください。

○ご記入は、鉛筆または黒・青のボールペンでお願いします。

○ご記入いただきましたアンケート用紙は、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、

　10月10日（水）までに郵便ポストに投函してください。
○ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせ願います。

大船渡市総務部防災管理室　　　

電話：27－3111（内線2５１）
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Ⅰ　はじめに、あなたご自身のことについてお伺いします。

問１　あなたご自身のことについてお伺いします。次の①～⑥の項目ごとに、それぞれあて
はまるものを１つずつ選んでください。

①　あなたの性別について １．男
２．女

②　あなたの年齢について １．18～19歳　　４．40～49歳　　７．65～69歳
２．20～29歳　　５．50～59歳　　８．70～74歳
３．30～39歳　　６．60～64歳　　９．75歳以上

③　震災発生時のあなたの
職業について

※兼業の方は主な職業のみ
お答えください。

１．会社員
２．団体職員・公務員
３．派遣・ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ
４．自営業
５．農林業
６．水産業

７．学生
８．家事・育児専業
９．無職
10．その他
　（　　　　　　　　　）

④　震災発生時のあなたの
お住まいの地区について

１．　盛 　 　　５．猪　川 　　　９．三陸町越喜来
２．大船渡　 　　６．立　根 　　　10．三陸町吉浜
３．末　崎　 　　７．日頃市 　　　11．市外
４．赤　崎　 　　８．三陸町綾里　 　　

⑤　震災発生時のあなたの
ご家族の構成について

１．※三世代同居家族
２．※二世代同居家族
３．夫婦のみ

４．単身世帯
５．その他
　（　　　　　　　　　）

⑥　震災発生時のあなたの
お住まいについて

１．持家
２．借家（一戸建て）
３．借家
　（ｱﾊﾟｰﾄ・賃貸ﾏﾝｼｮﾝ）

４．公営住宅
５．社宅・寮・官舎
６．その他
　（　　　　　　　　　）

※「三世代同居家族」は、祖父母と父母と子、または父母と子と孫など
※「二世代同居家族」は、父母と子、または祖父母と子など

－１－
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Ⅱ　東日本大震災発生時の状況についてお伺いします。

問２　地震発生時（平成23年3月11日14時46分頃）、あなたはどこにいましたか。（１つに○）

問３　具体的な場所は、どこですか。（１つに○）

問４　地震発生直後、沿岸部に津波は来ると思いましたか。（１つに○）

問５　地震発生後、岩手県に大津波警報が発表されたことを何で知りましたか。（あてはまる
ものすべてに○）

　１．市内　　　２．市外

　１．自宅
　２．会社・学校
　３．商業施設（スーパー、商店等）
　４．上記以外の施設
　５．電車・車（バス・タクシーを含む）の中
　６．屋外で過ごしたり、歩いたり、自転車やバイクなどに乗っていた
　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）

　１．津波は必ず来ると思った
　２．津波は来るかもしれないと思った
　３．津波は来ないだろうと思った
　４．津波のことはほとんど考えなかった

　１．防災行政無線による放送
　２．テレビ
　３．ラジオ
　４．ホームページ
　５．携帯電話等のワンセグテレビ
　６．携帯電話のメール（県防災メール、エリアメール）
　７．パソコンのメール
　８．ツイッター、フェイスブック、ミクシィなどのソーシャルメディア
　９．消防団や警察の呼びかけ
　10．家族や近所の人からの情報
　11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）
　12．知らなかった

－２－
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問６　あなたは、地震発生から津波到達までの間に避難しましたか。（１つに○）

５ページの問８へお進みください。

問７　あなたが避難した理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

問７－１　あなたが最初に避難した場所はどこですか。（１つに○）

問７－２　地震発生時にいた場所から最初に避難した場所までどのような経路で避難しました
か。（あてはまるものすべてに○）

　１．避難した　　　２．避難しなかった（できなかった）

　１．地震の揺れが大きかったため、津波か来る（来るかもしれない）と思ったから
　２．大津波警報が発表されたことを知ったから
　３．防災行政無線から津波や避難に関する放送を聞いたから
　４．津波避難マップ（市：平成18年作成）で津波の浸水が想定されていた場所だったから
　５．過去の津波でも浸水した場所だったから
　６．消防団や警察の人に避難を呼びかけられたから
　７．自主防災組織など地域の人に避難を呼びかけられたから
　８．近所や周囲の人たちが避難したから
　９．津波が襲来してくるのが見えたから
　10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．すぐに避難所に向かった
　２．自宅に戻って貴重品等を持ってから
　３．自宅に戻って家族を連れてから
　４．学校等に子どもを迎えに行ってから
　５．職場に寄ってから
　６．消防団活動に従事してから
　７．海の様子を見に行ってから
　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　１．学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．屋外の高台
　２．１以外の公共施設　　　　　　　　　　　　７．商業施設の２階以上
　３．公民館　　　　　　　　　　　　　　　　　８．親戚、知人宅
　４．お寺・神社　　　　　　　　　　　　　　　９．自宅の２階以上
　５．福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　10．その他（　　　　　　　　　　　 ）

－３－
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問７－３　最初に避難した場所に避難した理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

問７－４　最初に避難した場所まではどのような方法で避難しましたか。（１つに○）

問７－５　最初に避難した場所に到着するまで、地震発生からどのくらいの時間がかかりまし
たか。（１つに○）

問７－６　避難する際に困ったことはありますか。（３つまで○）

　１．市の指定する避難場所だったから
　２．津波の被害は受けない場所であると思ったから
　３．自分でその場所に避難することを決めていたから
　４．家庭内でその場所に避難することを決めていたから
　５．地域内でその場所に避難することを決めていたから
　６．避難訓練でいつもそこに避難していたから
　７．消防団や警察、自主防災組織の人などに誘導されたから
　８．近所や周囲の人たちがそこに向かって避難していたから
　９．避難する時間がほとんどなく、たまたま近くに避難できる場所があったから
　10．覚えていない
　11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

　１．徒歩　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．車
　２．自転車・バイク　　　　　　　　　　　　　４．その他（　　　　　　　　　　　 ）

　１．５分以内　　　　　　　　　　　　　　　　４．30分以内
　２．10分以内　　　　　　　　　　　　　　　　５．31分以上
　３．20分以内

　１．道路が渋滞していた
　２．避難経路が分からず遠回りをした
　３．避難場所がわかりにくかった
　４．避難を補助してくれる人が欲しかった
　５．避難路が避難者で混雑して進みにくかった
　６．車の通行で、道路を横断するのに危険を感じた
　７．特にない
　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

－４－
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問７－７　問７－４で「３．車」を選んだ方にお聞きします。
　車を使用して避難した理由は何ですか。（３つまで○）

　１．車でないと間に合わないと思ったから
　２．災害時要援護者（高齢者、障害者など災害発生時に自分の身を守ることが困難な方）

と一緒に避難したから
　３．家族を探したり、迎えに行こうと思ったから
　４．車も財産なので、守ろうとしたから
　５．荷物を積んで避難しようと思ったから
　６．家族や知人等に乗せてもらったから
　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

問８　問６で「２．避難しなかった（できなかった）」を選んだ方にお聞きします。
　あなたがいた場所は、浸水しましたか。（１つに○）

　１．浸水した。　　　２．浸水しなかった

－５－

問７－８　問７－４で「３．車」を選んだ方にお聞きします。
　車を使用して避難する際に、特に危険を感じたこと、困ったことはありますか。（３つまで
に○）

　１．渋滞して車が動けない状態だった
　２．家屋・電柱の倒壊、陥没、がれき等が散乱していて通行しづらい状態だった
　３．避難者が道路を横断するために飛び出し、危険な状態だった
　４．信号が点灯していなかった
　５．踏切の遮断機が降りて渋滞していた
　６．沿道に車が乗り捨てられていて進みにくかった
　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　８．特に危険を感じたこと、困ったことはなかった

【→６ページの問９へお進みください。】

問８－１　問６で「２．避難しなかった（できなかった）」を選んだ方にお聞きします。
　あなたが避難しなかった（できなかった）理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

　１．津波は発生しない（しないだろう）と思ったから
　２．浸水が想定されている場所ではないので、津波は来ない場所だと思ったから
　３．過去の津波でも浸水していない場所なので、津波は来ない場所だと思ったから
　４．大津波警報が発表されていることを知らなかったから
　５．防災行政無線による津波や避難に関する放送が聞こえなかったから
　６．避難に支援が必要な者がいたため、残して避難は出来なかったから
　７．様子を見てから避難しようと思っていたら、避難する機会を逸してしまったため
　８．安全な場所まで避難できる自信がなかったから
　９．どこに避難したらいいかわからなかったから
　10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

【→６ページの問９へお進みください。】
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問９　今回の震災で、あなたは避難所に避難しましたか。（１つに○）

７ページの問11へお進みください。

問10　避難所に避難した理由は何ですか。（３つまで○）

問10－２　避難所の生活で、特に困ったことは何ですか。また、それは、いつ頃ですか。（ご
自由にお書きください。）

　１．避難所に避難した　　　２．避難には避難しなかった

　１．津波や地震で自宅が被災したため
　２．道路や鉄道が不通になり自宅に帰れなかったため
　３．余震も心配で、避難所の方が安全だと思ったから
　４．情報が不足しており、避難所に行けば何か分かると思ったから
　５．食料の調達が困難だったから
　６．家族との待ち合わせ場所にしていたから
　７．停電や断水により生活に支障が生じたから
　８．要援護者がいたので、避難所の方が安心だと思ったから
　９．漠然とした不安があったから
　10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

時　間 特に困ったこと

－６－

Ⅲ　自宅及び避難先での生活についてお伺いします。

問10－１　あなたは、避難所でどのくらいの期間を過ごしましたか。（１つに○）

　１．約１日　　　　　　　　　　　　　　　　　５．１ヶ月程度
　２．２～３日程度　　　　　　　　　　　　　　６．１ヶ月以上
　３．１週間程度　　　　　　　　　　　　　　　７．覚えていない
　４．２週間程度
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－７－

問10－３　避難所の生活で、特にも配慮してほしかったことは何ですか（３つまで○）

問11　自宅または避難所以外の避難先（親戚・知人宅、宿泊施設）での生活で、特に困った
ことは何ですか。（３つまで○）

問11－１　自宅または避難所以外の避難先（親戚・知人宅、宿泊施設）での生活で、生活物
資（食料・飲料水を含む）が不足した場合には、どのようにして確保しましたか。（３つま
で○）

　１．寒さ、暑さ対策
　２．プライバシーの確保
　３．食事の配慮（アレルギー、栄養管理、乳幼児・高齢者への配慮など）
　４．女性に配慮した環境（着替え、男女別の仮設トイレの設置、授乳室など）
　５．乳幼児のいる家庭に配慮したスペースの確保
　６．インフルエンザなどの感染症対策
　７．避難所の警備（防犯対策）
　８．ペットと一緒に避難できる環境の確保
　９．被災者向け情報の提供
　10．健康面の相談・指導
　11．精神面の相談・指導
　12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　１．食料の確保
　２．断水で飲料水・トイレ・風呂などの生活用水の確保
　３．停電でテレビ、炊飯器、冷蔵庫、エアコンなどの家電製品が使えなかった
　４．ガソリン等の燃料の不足
　５．電話、携帯電話の不通
　６．家庭ゴミの収集
　７．し尿の汲み取り
　８．被災者向けの情報が入ってこない（入りにくい）
　９．支援物資が届きにくかった（届かなかった）
　10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　１．避難所に物資を受け取りに行った
　２．避難所などから届けてもらった
　３．親戚・知人からの支援
　４．ボランティアからの支援
　５．スーパーや小売店などから購入
　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　７．不足しなかった
　８．確保できなかった　

【→８ページの問12へお進みください。】

【→８ページの問12へお進みください。】



236

問12　あなたは、市が指定している最寄りの避難場所（避難所）を知っていますか。
　（１つに○）

　１．知っている　　　２．なんとなく知っている　　　３．知らない

問13　あなたのご家庭では、災害が発生した場合の家族との連絡方法をどのように決めてい
ますか。（あてはまるものすべてに○）

　１．固定電話
　２．携帯電話
　３．携帯電話のメール
　４．携帯電話用の災害用伝言板
　５．パソコンのメール
　６．ツイッター、フェイスブック、ミクシィなどのソーシャルメディア
　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　８．特に決めていない
　９．連絡をとる家族はいない

問14　あなたのご家庭では、災害に備えて食料、飲料水を備蓄していますか。（あてはまるも
のすべてに○）

　１．飲料水を１日～２日分備蓄している
　２．飲料水を３日分以上備蓄している
　３．食料を１日～２日分備蓄している
　４．食料を３日分以上備蓄している
　５．備蓄していない

問14－1　問14で「５．備蓄していない」を選んだ方にお聞きします。
　備蓄していない理由は何ですか。（３つまで○）

　１．これから備蓄しようと思っている
　２．何を備蓄したらよいか分からない
　３．備蓄品を置くスペースがない
　４．備蓄品にお金をかけるのがもったいない
　５．備蓄しなくても何とかなると思っている
　６．市が備蓄するべきであると思っている
　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

－８－

Ⅳ　防災についてお伺いします。
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問15　あなたは、今後、市や地域で防災訓練などが開催された場合には、参加したいと思い
ますか。（１つに○）

　１．ぜび参加したい
　２．できるだけ参加したい
　３．参加したいが忙しくて参加できない
　４．参加したいとは思わない（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

問16　あなたは、災害・防災に関する情報をどのような方法で入手しようと考えていますか。
（３つまで○）

　１．防災行政無線による放送
　２．テレビ
　３．ラジオ
　４．ホームページ
　５．携帯電話等のワンセグテレビ
　６．携帯電話のメール（県防災メール、エリアメール）
　７．パソコンのメール
　８．ツイッター、フェイスブック、ミクシィなどのソーシャルメディア
　９．消防団や警察の人からの情報
　10．家族や近所の人からの情報
　11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

問17　今後、市が力を入れるべき防災対策は何だと思いますか。（３つまで○）

　１．避難場所や避難所、避難路の整備やその施設における防災機能の強化
　２．防災に関する知識の普及啓発（パンフレットの配布、ホームページによる情報発信、

講演会等の開催など）
　３．災害時要援護者（高齢者、障害者など災害発生時に自分の身を守ることが困難な方）

対策の強化
　４．災害時の食料・飲料水・毛布などの物資の備蓄の充実、供給体制の強化
　５．災害時に迅速かつ正確に情報を伝える体制の整備（防災行政無線、メール、ツイッタ

ーなど）
　６．防災訓練の充実
　７．建物の耐震対策
　８．防潮堤等の整備による津波の浸水対策の強化
　９．放射線対策
　10．自主防災組織の強化
　11．災害の記録や教訓を次世代に伝承するための施策
　12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

－９－
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問18　大船渡市の防災に対するご意見・ご要望がありましたら、ご自由にお書きください。

以上でアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。

－10－



239

資
料
編

1.2. 市民アンケート調査結果

1.2.1. 項目ごとのアンケート結果

　集計したアンケート結果について、市全体での傾向を把握するために設問の大項目ごとに整理
するとともに、津波被害を受ける可能性が異なる沿岸部と内陸部の居住する地域による意識の違
い等を把握するために、地域ごとにアンケート結果を整理した。

　集計したアンケート結果をもとに、大項目ごとに整理した。
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　未回答　　　　　　　　　　　　　    25

　女　　　　　　　　　　　　　　　  544

　男　　　　　　　　　　　　　　  　434

3

2

1

（1）アンケート対象者について

問１ ① あなたの性別について

43％

2％ 6％

10％

14％

19％13％

9％

9％

16％

2％

54％

3％

問１ ② あなたの年齢について

未回答

75歳以上

70～ 74歳

65～ 69歳

60～ 64歳

50～ 59歳

40～ 49歳

30～ 39歳

20～ 29歳

18～ 19歳1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

17

58

100

141

194

134

87

89

163

20

3％

21％

8％

9％

11％2％
2％

6％

8％

26％

4％

問１ ③ 地震発生時のあなたの職業について

未回答

その他

無職

家事・育児専業

学生

水産業

農林業

自営業

派遣・パート等

団体職員・公務員

会社員1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

207

81

93

105

24

62

24

82

262

34

29
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2％5％

18％

9％

12％

11％

11％

5％

10％

9％

3％
5％

問１ ④ 地震発生時のあなたのお住まいの地区について

45

185

93

125

112

107

51

97

88

47

34

19未回答

市外

三陸町吉浜
三陸町越喜来

三陸町綾里

日頃市

立根

猪川

赤崎

末崎

大船渡

盛1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

2％4％

8％ 25％

40％

21％

問１ ⑤ 地震発生時のあなたのご家族の構成について

未回答

その他

単身世帯

夫婦のみ

二世代同居家族

三世代同居家族 251

402

207

79

42

22

1

2

3

4

5

6

3％2％ 1％ 0％

5％

83％

6％

問１ ⑥ 地震発生時のあなたのお住まいについて

未回答

その他

社宅・寮・官舎

公営住宅

借家（賃貸アパート等）

借家（一戸建て）

持家 834

57

49

22

14

2

25

1

2

3

4

5

6

7

　回答者は概ね男女半々であり、年齢構成は市全体の年齢構成とほぼ同様であった。
　職業は無職が全体の26％で最も多く、次いで会社員の21％であった。また、回答者の６割が就業者であった。
　回答者の居住地域は市内の全地域にわたっていた。家族構成は２世代以上の同居が全体の65％を占め、ま
た、住居環境は持家が最も多く、全体の83％であった。
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84 42％

26％

5％

8％

5％

3％

10％ 1％
1 自宅

2 会社・学校

商業施設(スーパー・商店街）

上記以外の商業施設

屋外で過ごしたり、歩いたり、
自転車やバイクに乗っていた

電車・車
（バス・タクシーを含む）の中

その他

未回答

3

4

5 48

6 32

7 103

8 5

1％
13％

86％

問2

①　地震発生時にいた場所

②　津波襲来の想定の有無

地震発生時（平成23年３月11日14地46分頃）、あなたはどこにいましたか。【1つ選択】

860

128

15

　地震発生時に86％の人が市内にいたという回答であった。
　具体的な場所としては、自宅が42％と最も多く、次いで会社・学校が26％であった。また、屋内にいたと
回答した人は、全体の81％であった。

（2）東日本大震災発生時の状況について

未回答

市外

市内1

2

3

問3 具体的な場所はどこですか。【1つ選択】

415

264

52

156
50％

30％

4％

16％1 津波は必ず来ると思った

2

津波は来ないだろうと思った

津波は来るかもしれないと
思った

津波のことは
ほとんど考えなかった

未回答

3

4

5 4

問4 地震発生直後、沿岸部に津波は来ると思いましたか。【1つ選択】

499

299

45

0％
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③　大津波警報発表情報の取得方法

問5 地震発生後、岩手県に大津波警報が発表されたことを何で知りましたか。
【該当するもの全て選択】

　大津波警報発表を知った方法としては、防災行政無線をあげた人が特に多く、他にはテレビ、ラジオなど
のメディアや消防、警察、周辺住民等からの呼びかけなどがあげられている。反面、近年情報伝達手段とし
て注目されている携帯電話や PCのインターネットやメールをあげている人は少なかった。
　また、知らなかった（警報発表を認識していなかった）人も少なからずいたことから、今後、情報の伝達
手段について検討が必要と考えられる。

0 100 200 300 400 500

13　未回答

12　知らなかった

11　その他

10　家族や近所の人からの情報

  9　消防団や警察の呼びかけ

　　 ツイッター、フェイスブック、ミク  8　    シィなどのソーシャルメディア   1

  7　パソコンのメール

 　　携帯電話のメール  6　　　（県防災メール、エリアメール）

  5　携帯電話等のワンセグテレビ

  4　ホームページ

  3　ラジオ

  2　テレビ

  1　防災行政無線による放送

6

90

36

166

152

2

41

50

1

292

96

483
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　「②津波襲来の想定の有無」では、約８割の人が津波の発生を想定していたが、実際に津波到達までに避
難した人は57％にとどまった。内陸部や高台に居住するなど、地理的な要因の影響があると考えられる。
　避難した理由としては、地震の規模から津波の発生を想定したとする人が最も多く、次いで大津波警報の
発表や防災行政無線からの情報による回答が多い。

4％
39％

57％

問6

④　避難行動の有無及びその理由

あなたは、地震発生から津波到達までの間に避難しましたか。【1つ選択】

問7 あなたが避難した理由は何ですか。【該当するもの全て選択】

571

390

42

避難した

避難しなかった（できなかった）

未回答

1

2

3

0 50 100 150 200 250 300 350 400

11　未回答

10　その他

  9　津波が襲来してくるのが見えたから

  8　近所や周囲の人たちが避難したから

       自主防災組織など地域の人に避難  7    　を呼びかけられたから

       消防団や警察の人に避難を呼びか  6    　けられたから

       過去の津波でも浸水した場所だっ  5       たから

       津波避難マップ（市：平成18年作
  4　成）で津波の浸水が想定されてい
       た場所だったから

       防災行政無線から津波や避難に  3    　関する放送を聞いたから

       大津波警報が発表されたことを  2    　知ったから

       地震の揺れが大きかったため
  1　津波が来る（来るかもしれない）と
       思ったから

20

44

95

110

29

66

48

19

115

180

377
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　最初に避難した場所としては、「屋外の高台」が全体の 4割近くと最も多かった。
　また、地震発生後にすぐに避難場所に向かったとする人が最も多いが、自宅や職場、学校等を経由して避
難した人も少なからずおり、津波に対して安全な場所へ迅速に避難することの重要性を周知する必要がある
と考えられる。

問7-1

⑤　避難場所及び避難経路（避難した方のみ）

あなたが最初に避難した場所はどこですか。【1つ選択】

問7-2 地震発生時にいた場所から最初に避難した場所までどのような経路で避難しましたか。
【該当するもの全て選択】

11             未回答

10             その他

  9             自宅の 2階以上

  8             親戚・知人宅

  7             商業施設の 2階以上

  6             屋外の高台

  5             福祉施設

  4             お寺・神社

  3             公民館

  2             1 以外の公共施設

  1             学校 51

42

53

18

11

222

6

50

17

83

18

3％ 9％

9％

7％

3％

39％

2％
1％

9％

3％

15％

0 50 100 150 200 250 300

9　未回答 28

8　その他 119

7　海の様子を見に行ってから 13

6　消防団活動に従事してから 11

5　職場に寄ってから 27

4　学校等に子どもを迎えに行ってから 27

3　自宅に戻って家族を連れてから 61

2　自宅に戻って貴重品等を持ってから 38

1　すぐに避難所に向かった 287
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⑥　避難場所の選択理由（避難した方のみ）

問7-3 最初に避難した場所に避難した理由は何ですか。
【該当するもの全て選択】

　避難場所を選んだ理由としては、津波の被害は受けない場所であると思ったからと回答した人が最も多く、
あらかじめ決めておいた避難場所ではなく、状況に応じて、避難場所を選択し、避難した人が多かったもの
と考えられる。

0 50 100 150 200 250 300

12　未回答 21

11　その他 64

10　覚えていない 4

       避難する時間がほとんどなく、た
  9   またま近くに避難できる場所があ
       ったから

47

       近所や周囲の人たちがそこに向か  8　       って避難していたから
 116

       消防団や警察、自主防災組織の人  7　       などに誘導されたから 27

       避難訓練でいつもそこに避難して  6　       いたから 67

       地域内でその場所に避難すること  5　       を決めていたから
  57

       家庭内でその場所に避難すること  4    　を決めていたから 71

       自分でその場所に避難することを  3       決めていたから
  84

       津波の被害は受けない場所である  2　       と思ったから 277

  1　市の指定する避難場所だったから 83
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2％2％

47％

0％

49％

問7-4 最初に避難した場所まではどのような方法で避難しましたか。【１つ選択】

未回答

その他

車

自転車・バイク

徒歩 266

0

283

12

10

1

2

3

4

5

3％
10％

28％

23％20％

16％

未回答

31分以上

30分以内

20分以内

10分以内

  5 分以内 160

134

113

91

57

16

1

2

3

4

5

6

　避難した手段としては、車という回答が49％と最も多く、次いで徒歩が47％であり、併せて全体の９割以
上を占めている。
　また、地震発生後から避難完了までに要した時間は、10分以内に完了していた人が全体の51％にあたり、
20分以内では71％、30分以内では87％の人が避難を完了していたと回答している。このことから、地震後す
ぐに多くの人が津波に対して避難行動を取っていたことがうかがえる。

⑦　避難方法及び要した時間（避難した方のみ）

問7-5 最初に避難した場所に到着するまで、地震発生からどのくらいの時間がかかりましたか。
【１つ選択】
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⑧　避難時の問題点（避難した方のみ）

問7-6 避難する際に困ったことはありますか。
【３つまで選択】

　避難時において困ったこととしては、特に無かったと回答した人が最も多かったが、次いで多かったのが、
道路が渋滞していたことであった。
　また、避難時に車に対して危険を感じたと回答している人も少なからずいることから、避難時に車を使用
することが、迅速な避難行動をとるうえで障害の一つになっていることがうかがえる。

0 50 100 150 200 250 300

  9　未回答 32

  8　その他 59

       避難路が避難者で混雑して進みに  5       くかった 30     

  7　特にない   270

       車の通行で、道路を横断するのに  6　       危険を感じた 67

       避難を補助してくれる人が欲し  4    　かった 33

  3　避難場所がわかりにくかった 16

  2　避難経路が分からず遠回りをした 16

  1　道路が渋滞していた 157



249

資
料
編

⑨　車で避難した理由（車を使用した方のみ）

問7-7 車を使用して避難した理由は何ですか。
【3つまで選択可】

　避難する手段として車を選択した理由として、避難場所までの距離があることなどから「車でないと間に
合わない」と考えた人が、最も多い回答であった。
　次いで、「財産としての車の保全」を上げている人や、「家族などの捜索や迎えのため」、「災害時要援護者
と一緒の避難」と上げている人も少なからず見られた。

0 30 60 90 120 150

8   未回答 15

7   その他 71

     荷物を積んで避難しようと思った5     から
35

     家族や知人等に乗せてもらったか6     ら
27

     車も財産なので、守ろうとしたか4     ら
63

     家族を捜したり、迎えに行こうと3     思ったから 55

     災害時要援護者（高齢者、障害者
     など災害発生時に自分の身を守る2　     ことが困難の方）と一緒に避難し
     たから

 
 34　

     車でないと間に合わないと思った1　     から
 124
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⑨　車避難における問題点（車を使用した方のみ）

問7-8 車を使用して避難する際に、特に危険を感じたこと、困ったことはありますか。
【３つまで選択】

　車避難の際の問題点として、特に無かったとの回答が最も多かったが、渋滞や信号の障害の回答も多い。
　渋滞は、車で避難した割合が高く、かつ信号の障害等の影響により発生したものと考えられる。

0 20 40 60 80 100 120

9　未回答 24

7　その他 20

4   信号が点灯していなかった 79

     避難者が道路を横断するために飛3     び出し、危険な状態だった 18 

     踏切の遮断機が降りて渋滞してい5     た 2 

     沿道に車が乗り捨てられていて進6     みにくかった 3 

     特に危険を感じたこと、困ったこ8     とはなかった 116 

     家屋・電柱の倒壊、陥没、がれき
2   等が散乱していて通行しづらい状
     態だった

21

1   渋滞して車が動けない状態だった 85
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徒歩による避難で避難完了までに要した時間

車による避難で避難完了までに要した時間

1％8％

35％

24％

19％

13％

未回答 3

31分以上 21

30分以内 35

20分以内 50

10分以内 64

  5 分以内 931

2

3

4

5

6

2％
12％

21％

24％

22％

19％

未回答

31分以上

30分以内

20分以内

10分以内

  5 分以内

6

35

54

62

67

591

2

3

4

5

6

　ここで、避難の主な手段であった「徒歩」と「車」について、避難完了までに要した時間をそ
れぞれ整理した。結果を以下に示す。

※避難にかかった時間についての分析※

　徒歩で避難した人は半数以上が10分以内に避難を完了しているのに対して、車で避難した人は、半数以上
が避難完了までに10分以上かかっている。
　このことは、避難場所まで距離がある場合、車を選択する人が多いことも要因の一つであるが、前述した
ように渋滞や道路状況による影響が大きいと想定される。
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15％

5％

80％

問8 あなたがいた場所は、浸水しましたか。【1つ選択】

　避難しなかった人の中で実際に浸水被害を受けたと答えた人は、全体の５％いることから、過去の災害の
実績や被害想定に捉われず、避難行動をとることができるように避難のあり方について周知啓発を行ってい
く必要がある。

⑩　浸水被害の有無（避難しなかった方のみ）

未回答

浸水しなかった

浸水した

59

310

211

2

3
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⑪　避難しなかった理由（避難しなかった方のみ）

問8-1 あなたが避難しなかった（できなかった）理由は何ですか。
【該当するもの全て選択】

　避難しなかった理由としては、浸水が想定されていない地域であったことや、過去の津波で浸水しなかっ
たことを上げている回答が多い。
　また、大津波警報の発表を知らなかったことや、防災行政無線の放送が聞こえなかったとする回答も見受
けられた。このことは、避難における情報伝達の重要性を再確認させられるものであると考えられる。

0 50 100 150 200 250

11   未回答 21

10   その他 91

     避難に支援が必要な者がいたため6             残して避難は出来なかったから 25

     安全な場所まで避難できる自信が8             なかったから 3

     どこに避難したらいいかわからな9             かったから 8

     防災行政無線による津波や避難に5             関する放送が聞こえなかったから 42

     過去の津波でも浸水していない場
3   所なので、津波は来ない場所だと
     思ったから

106

     様子を見てから避難しようと思っ
7   ていたら、避難する機会を逸らし
     てしまったため

10

     浸水が想定されている場所ではな
2   いので、津波は来ない場所だと思
     ったから

230

     津波は発生しない（しないだろう）1        と思ったから 21 

     大津波警報が発表されていること4        を知らなかったから 40
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62％

12％

26％

問9 今回の震災で、あなたは避難所に避難しましたか。【１つ選択】

　今回の震災で、避難所に避難した方は全体の26％であった。「（2）④　避難行動の有無及びその理由」では、
57％の人が避難行動を取っていたものの、避難所へ避難した人は、全体の約３割に止まった。これは、津波
から逃れるために避難したが、自宅に大きな被害がなかったため、避難所には避難せず自宅に戻ったためと
考えられる。

①　避難所への避難の有無

未回答

避難所には避難しなかった

避難所に避難した

124

616

2631

2

3

（３）自宅及び避難先での生活について
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問10

②　避難所に避難した理由及び避難期間

避難所に避難した理由は何ですか。【３つまで選択】

問10-1 あなたは、避難所でどのくらいの期間を過ごしましたか。【１つ選択】

8             未回答

7             覚えていない

6             1 ヶ月以上

5             1 ヶ月程度

4             2 週間程度

3             1 週間程度

2             2 ～ 3日程度

1             約 1日

6

2

54

25

21

28

63

64
1％2％

24％

11％

24％8％

9％

21％

　避難所に避難した理由としては、自宅が被災したことをあげている人が最も多かったが、余震等の不安を
あげている人も同程度あり、そのほか情報の不足やライフラインの途絶や食料の調達が理由としてあげられ
ている。
　また、避難所にいた期間は３日以内と短期間だけ避難していた人が48％であったが、１週間程度やそれ以
上と長期に避難した人も49％であった。その中でも特に１ヶ月以上とした人が21％もみられたことから、短
期的な避難者だけでなく、長期的な避難者にも対応できるよう考慮する必要があると考えられる。

0 20 40 60 80 100 120

11　未回答

10　その他

9　漠然とした不安があったから

     要援護者がいたので、避難所の方8　     が安心だと思ったから

     停電や断水により生活に支障が生7　     じたから

     家族との待ち合わせ場所にしてい6　     たから

5　食料の調達が困難だったから

     情報が不足しており、避難所に行4　     けば何か分かると思ったから

     余震も心配で、避難所の方が安全3　     だと思ったから

     道路や鉄道が不通になり自宅に帰2　     れなかったため

1　津波や地震で自宅が被災したため

7

24

15

25

58     

21

30

74

105

33

112
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　【問10－２】　自由記入の設問では、避難所の生活で困ったこととしては、トイレや食料について多くあげ
られていたほか、毛布や暖房機器の不足からくる寒さや、施設に入れなかったこと、スペースが狭かったこ
となどもあげられていた。
　【問10－３】　避難所の生活で特にも配慮して欲しかったこととしては、暑さ、寒さ対策をあげている人が
最も多かった。また、避難者向けの情報提供をあげている人や女性に配慮した環境やプライバシーの確保と
いった意見も比較的多くあげられている。

③　避難所での生活の問題点

問10-3 避難所の生活で、特にも配慮してほしかったことは何ですか。
【３つまで選択】

問10-2 避難所の生活で特に困ったこと、又それは何時頃か。 【自由記入】

0 30 60 90 120 150

13　未回答

12　その他

11　精神面の相談・指導

10　健康面の相談・指導

9　被災者向けの情報の提供

     ペットと一緒に避難できる環境の8　     確保

7　避難所の警備（防犯対策）

6　インフルエンザなどの感染症対策

     乳幼児のいる家庭に配慮したスペ5        ースの確保

     女性に配慮した環境（着替え、男
4   女の仮設トイレの設置、授乳室な
     ど）

     食事の配慮（アレルギー、栄養管3　     理、乳幼児・高齢者への配慮など）

2　プライバシーの確保

1　寒さ、暑さ対策

51

15

18

17

77

13

15

26

22

54

33

53

124
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問11 自宅または避難所以外の避難先（親戚・知人宅、宿泊施設）での生活で、特に困ったことは
何ですか。【３つまで選択】

　自宅や避難所以外での避難生活で困ったこととしては、食料や飲料水などの不足、停電やガソリンの不足、
電話の不通などをあげる人が多く見られた。
　また、少数ではあるが、被災者向けの情報や支援物資が届かなかったことをあげる人も見られた。

④　避難生活の問題点（避難所以外に避難した人のみ）

0 50 100 150 200 250 300

11　未回答

10　その他

       支援物資が届きにくかった（届か  9　       なかった）

       被災者向けの情報が入ってこない  8　       （入りにくい）

  7　し尿の汲み取り

  6　家庭ごみの収集

  5　電話、携帯電話の不通

  4　ガソリン等の燃料の不足

       停電でテレビ、炊飯器、冷蔵庫、
  3　エアコンなどの家電製品が使えな
       かった

       断水で飲料水・トイレ・風呂など  2　       の生活用水の確保

  1　食料の確保

147

13

49

55

18

1

265

274

223

259

168
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問11-1 自宅または避難所以外の避難先（親戚・知人宅、宿泊施設）での生活で、生活物資（食
料・飲料水を含む）が不足した場合には、どのようにして確保しましたか。
【３つまで選択】

　不足した生活物資の確保手段としては、店舗での購入や親戚等からの支援と答えた方が多く、避難所などか
らの支援物資の提供を受けていた人は比較的少なかった。
　一方、少数であるが確保できなかったとする回答もみられた。

⑤　生活物資の確保の手段（避難所以外に避難した人のみ）

0 50 100 150 200 250 300 350 400

9　未回答

8　確保できなかった

7　不足しなかった

6　その他

5　スーパーや小売店などから購入

4　ボランティアからの支援

3　親戚・知人からの支援

2　避難所などから届けてもらった

1　避難所に物資を受け取りに行った

89

23

54

70

365

42

265

61

100
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問12 あなたは、市が指定している最寄りの避難場所（避難所）を知っていますか。
【１つ選択】

①　指定避難場所の認知状況

6％

55％

18％

21％

未回答

知らない

なんとなく知っている

知っている1

2

3

4

549

176

216

62

　市が指定している最寄りの避難場所の周知に関しては、半数以上の55％が知っていると回答しており、な
んとなく知っていると回答している人を合わせると73％の人が少なからず認知している。
　一方、知らないと答えた人が21％もいることから、避難場所（避難所）の周知徹底が必要であるものと考
えられる。

（4）防災について
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　災害時の家族との連絡方法は、携帯電話が最も多く、次いで固定電話や携帯メールを利用して行うと回答
している人が多い。
　その半面、特に決めていないと回答している人も多く見られたことから、家庭での防災についての決め事
を話し合うよう啓発していくことが必要と考えられる。

0 100 200 300 400 500 600

10　未回答

  9　連絡をとる家族はいない

  8   特に決めていない

  7   その他

       ツイッター、フェイスブック、ミク  6          シィなどのソーシャルメディア

  5   パソコンのメール

  4   携帯電話用の災害用伝言板

  3   携帯電話のメール

  2   携帯電話

  1   固定電話

37

10

309

45

11

20

94

274

588

256

問13 あなたのご家庭では、災害が発生した場合の家族との連絡方法をどのように決めていま
すか。【該当するものすべて選択】

②　災害時の家族との連絡方法
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　災害に備えての食料、飲料水の備蓄に関しては、半数以上の人が食料、飲料水を備蓄していると回答して
いるが、備蓄していないと回答している人も多くみられた。

　備蓄していない理由としては、これからしようと思っている人が最も多いが、備蓄しなくてもなんとかな
ると考えている人も多く、今後、備蓄の必要性に関しての周知が必要と考えられる。

問14 あなたのご家庭では、災害に備えて食料、飲料水を備蓄していますか。
【該当するものすべて選択】

③　家庭での食料、飲料水の備蓄の有無

問14-1 備蓄していない理由は何ですか。【３つまで選択】

④　家庭で備蓄していない理由（備蓄していない方のみ）

0 50 100 150 200 250 300 350 400

6　未回答

5　備蓄していない

4　食料を3日分以上備蓄している

3　食料を1日～2日分備蓄している

2　飲料水を3日分以上備蓄している

1　飲料水を1日～2日分備蓄している

33

354

270

239

183

294

0 30 60 90 120 150

8　未回答

7　その他

     市が備蓄するべきであると思って6　     いる

     備蓄しなくても何とかなると思っ5　     ている

     備蓄品にお金をかけるのがもった4　     いない

3　備蓄品を置くスペースがない

2　何を備蓄したらよいか分からない

1　これから備蓄しようと思っている

3

28

32

131

13

42

81

150
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　今後実施される防災訓練への参加については、参加したいと回答した人が全体の76％あり、参加する意思
はあるが多忙などにより参加できないとした人を合わせると全体の90％になるなど、防災に対する意識の高
さがみられた結果となった。

　災害や防災に関する情報の入手手段としては、防災行政無線やテレビ、ラジオ等のマスメディアと回答し
ている人が多く見られた。前述した実際に震災時に大津波警報の発表情報を入手した方法と同様の傾向を示
していた。

問15 あなたは、今後、市や地域で防災訓練などが開催された場合には、参加したいと思いま
すか。【１つ選択】

⑤　防災訓練の参加について

問16 あなたは、災害・防災に関する情報をどのような方法で入手しようと考えていますか。
【３つまで選択】

⑥　災害、防災に関する情報の入手手段

6％
4％

20％

56％

14％

未回答

参加したいとは思わない

参加したいが忙しくて参加できない

できるだけ参加したい

ぜひ参加したい 2051

5612

1383

394

605

0 100 200 300 400 500 600 700 800

12　未回答

11　その他

10　家族や近所の人からの情報

  9　消防団や警察の人からの情報

       ツイッター、フェイスブック、ミク  8　       シィなどのソーシャルメディア

  7　パソコンのメール

       携帯電話のメール（県防災メール、  6　       エリアメール）

  5　携帯電話等のワンセグテレビ

  4　ホームページ

  3　ラジオ

  2　テレビ

  1　防災行政無線による放送

36

9

151

168

  14

4

  177

81

10

620

492

778
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　今後、市が力を入れるべき防災対策としては、避難場所や避難路の整備や強化をあげる人が最も多く、災
害時での情報伝達体制の強化や食料品・飲料水・毛布等の備蓄や災害時要援護者への対策強化をあげている
意見も多くみられた。また、防潮堤の整備などのハード対策の強化を望む意見もみられた。

問17

⑦　市が力を入れるべき防災対策

今後、市が力を入れるべき防災対策は何だと思いますか。【３つまで選択】

0 100 200 300 400 500 600

13　未回答

12　その他

       災害の記録や教訓を次世代に伝承11　       するための施策

10　自主防災組織の強化

  9　放射線対策

       防潮堤等の整備による津波の浸水  8　       対策の強化

  7　建物の耐震対策

  6　防災訓練の充実

       災害時に迅速かつ正確に情報を伝
  5　える体制の整備（防災行政無線、
       メール、ツイッターなど）

       災害時の食料・飲料水・毛布など
  4　の物資の備蓄の充実、供給体制の
       強化

       災害時要援護者（高齢者、障害者
  3　など災害発生時に自分の身を守る
       ことが困難な方）対策の強化

       防災に関する知識の普及啓発（パ
       ンフレットの配布、ホームページ  2　       による情報発信、講演会等の開催
       など）

       避難場所や避難所、避難路の整備
  1　やその施設における防災機能の強
       化

51

25

132

104

60

  225       

57

67

470

430

299

         79       
       

587



264

主な意見・要望を以下に示す。

　・今後の防災として啓発して欲しいのは自力避難できない方の意識改革です。「自分はいいから」「ここ
まで津波は来ない」と言って逃げなかった方の為、助けに行った方々の多くの命が失われました。「助
けが来たら指示に従う」を徹底すべきだと思う。

　・防災無線がまだまだ聞きづらい状況にあると思う。全市民に情報が伝わるようにして欲しい。
　・津波の時の防災無線はもっと緊迫感があっても良かったと思う。
　・防災の要、屯所を安全な場所への移動が必要です。
　・避難所のみ優遇され在宅避難民が全く配慮されないという状況が起きないようにして欲しい。
　・防災無線で、津波情報が発令された時にはもう大船渡には津波が襲来していた。もう少し早く確実で

的確な情報を出して欲しい。
　・津波や地震で直接被害を受けなくても、津波によって失業してしまった人達にもわずかでもいい何か

しらの配慮があっても良かったのでは。
　・防潮堤、防波堤の早期完成を望む。
　・各避難所での支援の格差。市の対策としてそれぞれの地域で同じような支援を受けられるようにして

欲しい。
　・災害は津波だけじゃないと思うので、例えば土砂崩れや川の氾濫とか合わせて考えて欲しい。イエロー

ゾーンやレッドゾーンが知識のない人もわかるように看板などで知らせて欲しい。子供の頃から学校
で「津波が来たら高いところへ」と言われて育ったので防災教育はこれからも続けて欲しい。

問18 大船渡市の防災に対するご意見・ご要望がありましたら、ご自由にお書きください。
【自由記述回答】

⑧　市の防災に対する意見・要望

　主な意見・要望を集約し、以下にとりまとめた。
①防災無線等による情報伝達の周知・徹底や、情報提供は確実性・迅速性を求める意見が多くあげられ
ている。

②要援護者等への避難支援において、救助する側が被害者となる可能性があり、避難支援のあり方につ
いての意見があげられている。

③避難所間や避難所の避難者と在宅避難者間における支援の格差に関する指摘があげられている。
④復旧・復興対策の遅れを感じている人が多く、防潮堤、防波堤等ハード対策の早期完成などを希望す
る人も多い。

⑤津波を含む災害全般に関する防災教育の普及や周知・啓発があげられている。
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1.2.2. 地域ごとのアンケート結果

　東日本大震災では、地震そのものによる被害に加え、地震に伴い発生した津波により、沿岸地
域を中心に、甚大な被害を受けている。
　そこで、集計した市民アンケート調査結果について、回答者の居住地域ごとに再集計し、地域
ごとの被害状況や防災意識の違い等について比較した。
　なお、ここでは、住民の避難行動や防災意識等において、地域による差異が認められた以下の
項目について整理した。

○集計対象
　有効回答数1003のうち、問１④『地震発生時のあなたのお住いの地区について』で、「11市外」
または「12未回答」であった53を除いた950が対象となる。

○記載項目
　　⑴ 東日本大震災発生時の状況について
 ① 地震発生時にいた場所････････････････････････････････････････････････（問３）
 ② 津波襲来の想定の有無････････････････････････････････････････････････（問４）

　　⑵ 自宅及び避難先での生活について
 ① 避難所への避難の有無････････････････････････････････････････････････（問９）
 ② 避難所での避難期間･･････････････････････････････････････････････････（問10-1）

　　⑶ 防災について
 ① 指定避難場所の認知状況･･････････････････････････････････････････････（問12）
 ② 家庭での食料、飲料水の備蓄状況･･････････････････････････････････････（問14）
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問３

①　地震発生時にいた場所

具体的な場所はどこですか。【１つ選択】

（1）東日本大震災発生時の状況について

　全体では、約８割が屋内（自宅・会社・学校・商業施設等）にいたと回答しており、地区によらず約
４割が自宅にいたと回答している。

21人 47％ 90人 49％ 34人 37％ 52人 42％ 38人 34％自宅

16人 36％ 51人 28％ 28人 30％ 31人 25％ 26人 23％会社・学校

2人 4％ 12人 6％ 6人 6％ 4人 3％ 13人 12％商業施設（スーパー・商店等）

5人 11％ 10人 5％ 7人 8％ 8人 6％ 8人 7％上記以外の商業施設

1人 2％ 5人 3％ 6人 6％ 7人 6％ 3人 3％電車・車（バス・タクシーを含む）の中

0人 0％ 8人 4％ 7人 8％ 20人 16％ 19人 17％その他

0人 0％ 1人 1％ 0人 0％ 0人 0％ 1人 1％未回答

45人 185人 93人 125人 112人合　　計

39人 36％ 25人 49％ 47人 49％ 35人 40％ 17人 36％ 398人 42％自宅

37人 35％ 13人 25％ 15人 16％ 21人 24％ 7人 15％ 245人 26％会社・学校

2人 2％ 2人 4％ 1人 1％ 4人 5％ 5人 11％ 51人 5％商業施設（スーパー・商店等）

13人 12％ 2人 4％ 8人 8％ 13人 15％ 4人 9％ 78人 8％上記以外の商業施設

5人 5％ 2人 4％ 10人 10％ 4人 5％ 1人 2％ 44人 5％電車・車（バス・タクシーを含む）の中

2人 2％ 1人 2％ 2人 2％ 2人 2％ 4人 9％ 31人 3％
屋外で過ごしたり、歩いたり、自転車
やバイクに乗っていた

0人 0％ 8人 4％ 5人 5％ 3人 2％ 4人 3％
屋外で過ごしたり、歩いたり、自転車
やバイクに乗っていた

7人 6％ 6人 12％ 13人 13％ 9人 10％ 9人 19％ 98人 10％その他

2人 2％ 0人 0％ 1人 1％ 0人 0％ 0人 0％ 5人 1％未回答

107人 51人 97人 88人 47人 950人合　　計

市町村
盛町 大船渡町 末崎町 赤崎町 猪川町

立根町 日頃市町 三陸町綾里 三陸町越喜来 三陸町吉浜 全　体
市町村

0％

20％

40％

60％

80％

100％

三陸町
吉　浜

三陸町
越喜来

三陸町
綾　里

日頃市町立根町猪川町赤崎町末崎町大船渡町盛町

回答

回答
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問４

②　津波襲来の想定の有無

地震発生直後、沿岸部に津波は来ると思いましたか。【１つ選択】

　沿岸の地区（大船渡・末崎・赤崎・綾里・越喜来・吉浜）に居住している人は、過去の経験からか、
８割以上の人が津波の襲来を想定していたのに対して、内陸の地区（盛・猪川・立根・日頃市）に居住
している人では、８割以下であり、「津波のことはほとんど考えなかった」と回答している人も２割以上
おり、津波に対する意識に違いが現れている。

14人 31％ 87人 47％ 48人 52％ 73人 58％ 39人 35％津波は必ず来ると思った

16人 36％ 65人 35％ 30人 32％ 36人 29％ 35人 31％津波は来るかもしれないと思った

5人 11％ 7人 4％ 3人 3％ 4人 3％ 5人 4％津波は来ないだろうと思った

10人 22％ 25人 14％ 12人 13％ 12人 10％ 33人 30％津波のことはほとんど考えなかった

0人 0％ 1人 0％ 0人 0％ 0人 0％ 0人 0％未回答

45人 185人 93人 125人 112人合　　計

47人 44％ 26人 51％ 56人 58％ 57人 65％ 31人 66％ 478人 50％津波は必ず来ると思った

29人 27％ 13人 25％ 30人 31％ 17人 19％ 9人 19％ 280人 30％津波は来るかもしれないと思った

6人 6％ 1人 2％ 6人 6％ 4人 5％ 0人 0％ 41人 4％津波は来ないだろうと思った

24人 22％ 11人 22％ 5人 5％ 9人 10％ 7人 15％ 148人 16％津波のことはほとんど考えなかった

1人 1％ 0人 0％ 0人 0％ 1人 1％ 0人 0％ 3人 0％未回答

107人 51人 97人 88人 47人 950人合　　計

市町村
盛町 大船渡町 末崎町 赤崎町 猪川町

立根町 日頃市町 三陸町綾里 三陸町越喜来 三陸町吉浜 全　体市町村

回答

回答

0％

20％

40％

60％

80％

100％

三陸町
吉浜

三陸町
越喜来

三陸町
綾　里

日頃市町立根町猪川町赤崎町末崎町大船渡町盛町
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0％

20％

40％

60％

80％

100％

三陸町
吉　浜

三陸町
越喜来

三陸町
綾　里

日頃市町立根町猪川町赤崎町末崎町大船渡町盛町

問９

①　避難所への避難の有無

今回の震災で、あなたは避難所に避難しましたか。【１つ選択】

（2）自宅及び避難先での生活について

　津波による浸水被害の大きかった地区では、避難所に避難した人の割合が３割前後であるが、吉浜地
区では１割程度となっている。
　また、猪川地区、立根地区、日頃市地区では、津波による被害を受けていないため、避難所に避難し
たと回答した人の割合が１割前後である。

16人 36％ 62人 34％ 29人 31％ 40人 32％ 11人 10％避難所に避難した

24人 53％ 104人 56％ 57人 61％ 69人 55％ 87人 78％避難所には避難しなかった

5人 11％ 19人 10％ 7人 8％ 16人 13％ 14人 12％未回答

45人 185人 93人 125人 112人合　　計

14人 13％ 3人 6％ 37人 38％ 29人 33％ 6人 13％ 247人 26％避難所に避難した

82人 77％ 33人 65％ 42人 43％ 49人 56％ 36人 76％ 583人 61％避難所には避難しなかった

11人 10％ 15人 29％ 18人 19％ 10人 11％ 5人 11％ 120人 13％未回答

107人 51人 97人 88人 47人 950人合　　計

市町村
盛町 大船渡町 末崎町 赤崎町 猪川町

立根町 日頃市町 三陸町綾里 三陸町越喜来 三陸町吉浜 全　体市町村

回答

回答
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立根町 日頃市町 三陸町綾里 三陸町越喜来 三陸町吉浜 全　体

問10-1

②　避難所での避難期間

あなたは、避難所でどのくらいの期間を過ごしましたか。【１つ選択】

　避難していた期間は、全体的に６割前後が１週間以内（５割前後が２～３日以内）である。津波によ
る被害の大きかった沿岸地区では避難が長期化する傾向が見られる。

6人 38％ 19人 31％ 5人 17％ 7人 18％ 7人 64％約１日

5人 31％ 10人 16％ 6人 21％ 11人 27％ 2人 18％２～３日程度

0人 0％ 3人 5％ 2人 7％ 7人 18％ 1人 9％１週間程度

0人 0％ 9人 14％ 3人 10％ 2人 5％ 1人 9％２週間程度

0人 0％ 8人 13％ 2人 7％ 6人 15％ 0人 0％１ヶ月程度

0人 0％ 2人 3％ 0人 0％ 0人 0％ 0人 0％未回答

16人 62人 29人 40人 11人合　　計

市町村
盛町 大船渡町 末崎町 赤崎町 猪川町

4人 25％ 10人 16％ 11人 38％ 7人 18％ 0人 0％１ヶ月以上

1人 6％ 1人 2％ 0人 0％ 0人 0％ 0人 0％覚えていない

回答

6人 43％ 3人 100％ 5人 13％ 2人 7％ 1人 17％約１日

3人 22％ 0人 0％ 11人 30％ 12人 41％ 2人 33％２～３日程度

2人 14％ 0人 0％ 5人 13％ 3人 10％ 2人 33％１週間程度

2人 14％ 0人 0％ 0人 0％ 1人 4％ 0人 0％２週間程度

0人 0％ 0人 0％ 4人 11％ 3人 10％ 0人 0％１ヶ月程度

市町村

1人 7％ 0人 0％ 11人 30％ 7人 24％ 0人 0％１ヶ月以上

61人 25％

62人 25％

25人 10％

18人 7％

23人 9％

14人 3人 37人 29人 6人合　　計 247人

0人 0％ 0人 0％ 1人 3％ 1人 4％ 1人 17％未回答 5人 2％

51人 21％

0人 0％ 0人 0％ 0人 0％ 0人 0％ 0人 0％ 2人 1％覚えていない

回答

0％

20％

40％

60％

80％

100％

三陸町
吉　浜

三陸町
越喜来

三陸町
綾　里

日頃市町立根町猪川町赤崎町末崎町大船渡町盛町
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問12

①　指定避難場所の認知状況

あなたは、市が指定している最寄りの避難場所（避難所）を知っていますか。【１つ選択】

（3）防災について

　猪川地区、立根地区、日頃市地区は、他地区に比べて避難所を知らないと回答している人の割合が高く、
特に日頃市地区では「知っている」または「なんとなく知っている」と回答した人は 3割にも満たなかった。

22人 49％ 111人 60％ 62人 67％ 65人 52％ 47人 42％知っている

6人 13％ 43人 23％ 13人 14％ 22人 18％ 22人 20％なんとなく知っている

16人 36％ 22人 12％ 12人 13％ 28人 22％ 37人 33％知らない

1人 2％ 9人 5％ 6人 6％ 10人 8％ 6人 5％未回答

45人 185人 93人 125人 112人合　　計

34人 32％ 5人 10％ 69人 71％ 62人 71％ 41人 87％ 518人 55％知っている

31人 29％ 8人 15％ 9人 9％ 10人 11％ 2人 4％ 166人 17％なんとなく知っている

37人 34％ 31人 61％ 11人 12％ 10人 11％ 2人 4％ 206人 22％知らない

5人 5％ 7人 14％ 8人 8％ 6人 7％ 2人 4％ 60人 6％未回答

107人 51人 97人 88人 47人 950人合　　計

市町村
盛町 大船渡町 末崎町 赤崎町 猪川町

立根町 日頃市町 三陸町綾里 三陸町越喜来 三陸町吉浜 全　体市町村

回答

回答

0％

20％

40％

60％

80％

100％

三陸町
吉　浜

三陸町
越喜来

三陸町
綾　里

日頃市町立根町猪川町赤崎町末崎町大船渡町盛町
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問14

②　家庭での食料、飲料水の備蓄の有無

あなたのご家庭では、災害に備えて食料、飲料水を備蓄していますか。
【該当するものすべて選択】

　ほとんどの地区では、飲料水や食料を備蓄していると回答している人が７～８割程度であるが、日頃
市地区、綾里地区では備蓄していないと回答している人の割合が比較的高い結果となった。

15人 23％ 53人 20％ 24人 19％ 43人 24％ 36人 25％飲料水を1日～2日分備蓄している

12人 19％ 38人 15％ 21人 17％ 23人 13％ 13人 9％飲料水を3日分以上備蓄している

13人 20％ 54人 21％ 16人 13％ 32人 18％ 17人 12％食料を1日～2日分備蓄している

10人 16％ 48人 18％ 25人 20％ 38人 21％ 31人 21％食料を3日分以上備蓄している

14人 22％ 63人 24％ 36人 29％ 41人 23％ 44人 30％備蓄していない

64人 261人 124人 180人 145人合　　計

市町村
盛町 大船渡町 末崎町 赤崎町 猪川町

0人 0％ 5人 2％ 2人 2％ 3人 1％ 4人 3％未回答

回答

立根町 日頃市町 三陸町綾里 三陸町越喜来 三陸町吉浜 全　体

38人 24％ 8人 13％ 20人 16％ 28人 24％ 9人 14％飲料水を1日～2日分備蓄している

25人 16％ 3人 5％ 13人 11％ 13人 11％ 13人 21％飲料水を3日分以上備蓄している

34人 21％ 8人 13％ 20人 16％ 22人 18％ 9人 14％食料を1日～2日分備蓄している

30人 19％ 10人 16％ 23人 19％ 21人 18％ 18人 28％食料を3日分以上備蓄している

30人 19％ 25人 40％ 42人 35％ 31人 26％ 13人 21％備蓄していない

市町村

2人 1％ 8人 13％ 4人 3％ 4人 3％ 1人 2％未回答

274人 21％

174人 13％

225人 17％

254人 20％

339人 26％

159人 62人 122人 119人 63人合　　計 1299人

33人 3％

回答

0％

20％

40％

60％

80％

100％

三陸町
吉　浜

三陸町
越喜来

三陸町
綾　里

日頃市町立根町猪川町赤崎町末崎町大船渡町盛町
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1.2.3. 市民アンケート結果のまとめ

　これまで整理した市民アンケート調査結果を踏まえ、①情報収集、②避難行動、③最初の避難
先、④避難生活、⑤避難場所の周知、⑥備蓄状況、⑦市が取り組むべき防災施策についてとりまと
めた。

【今回の災害の情報の入手手段】
・　大津波警報の発表などの情報は、防災行政無線による放送とラジオなどが主であったが、「知

らなかった」と回答した回答者もみられた。
・　大津波警報等の情報の入手方法が課題となった。
・　回答者の約７割以上が50歳以上であったことを反映してか、多くの人が「防災行政無線による

放送」や「ラジオ」、「テレビ」などのマスメディアにより入手している。
・　防災行政無線等による情報伝達の周知・徹底や、情報提供は確実性・迅速性を求める意見が多

くあげられている。

【今後の災害・防災情報の入手手段】
・　今回の災害の情報の入手手段と同様に、「防災行政無線による放送」や「ラジオ」、「テレビ」
をあげる人が多い。

・　携帯電話の普及を反映してか、携帯メールも比較的数が多い傾向となった。
・　ホームページやPCメール、ソーシャルメディアを活用したいと考えている人は少ない傾向で

あった。
・　多様な情報伝達や地域の実情（難聴地域など）を踏まえた情報伝達体制の構築を望む回答もあ

った。

・　避難した理由は、津波襲来を予想して避難した人が最も多く、次いで大津波警報や防災行政無
線をきっかけにしている人が多い。

・　内陸・高台等の地域的要因も考えられるが、津波の襲来を約8割が予想しているものの、実際
に避難した人は、約6割であった。

・　避難経路としては、すぐ避難所に向かった人が最も多いが、自宅や職場等を経由した人も少な
からずいる。

・　避難手段は、徒歩と車の割合がほぼ半々あった。
・　車を選択した理由は、車でないと間に合わないと考えた人が最も多かった。
・　徒歩で避難した人は半数以上が10分以内に避難を完了しているのに対して、車で避難した人は

渋滞等により半数以上が10分以上かかっている。

①情報収集

②避難行動
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・　最初の避難場所は、屋外高台と回答した住民が多く、緊急性が高いと判断した結果となった。
・　海岸部に近い地域では、更に上記のような傾向が強く、半数近くの住民は高台避難をしてい

る。

・　避難の期間は３日以内が約４割であったが、１ヶ月以上の長期に渡る人も約2割も見られた。
・　収容人数を超える避難者が集中したことなどにより、暑さ・寒さへの対策が課題となった。
・　避難は共同生活となるため、プライバシーの確保に対する要望が多くみられた。
・　避難所間や避難所の避難者と在宅避難者間における支援の格差に関する指摘があげられてい

る。

・　これまで行ってきた周知啓発活動により、全体の約７割にあたる人が避難場所について知っ
ている状況であった。

・　避難場所を知らないとの回答もあるため、更なる避難場所の周知が必要である。

・　災害に備えた飲料水や食料の必要性を、多くの住民が認識し備蓄されている。
・　一方、三陸町綾里、日頃市などの地区では災害に備えた、食糧や飲料水の備蓄意識が若干低

い傾向を示した。

・　避難場所や避難所、避難路の整備、防災機能の強化をあげる人が最も多かった。
・　次いで、災害時の情報伝達体制（伝達手段）の整備、物資の備蓄の充実・供給体制強化、災

害時要援護者対策の強化の順であった。

③最初の避難先

④避難生活

⑤避難場所の周知

⑥備蓄状況

⑦市が取り組むべき防災施策
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